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抗酸化物質であるリコピンは、

活性酵素を消去する力が強い。

トマトとたまごのスープ

RECIPE

2夏野菜のカレーライス

RECIPE

1

トマトは角切り、チンゲン菜は食べやすい大きさに切る。
鍋に湯を沸かし、トマトとチンゲン菜を入れる。
鶏ガラスープの素で味付けし、水溶き片栗粉でトロミを
つける。
溶き卵をまわし入れる。

１人当たりの栄養量

エネルギー：70kcal　たんぱく質：4.8ｇ　脂質：2.9ｇ　塩分：0.8ｇ

１人当たりの栄養量　　　　　（ご飯を除く）

エネルギー：257kcal　たんぱく質：11.4ｇ　脂質：11.7ｇ　塩分：1.1ｇ
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トマト
チンゲン菜
卵

………………………１個
………………1/2束

……………………………１個

鶏ガラスープの素
水溶き片栗粉　　

…………適量
………………適量

豚肉
玉ねぎ
トマト
ナス
　　

………………………８０ｇ
……………………1/2個
………………………１個
…………………………１本

ズッキーニ
カボチャ
お好みのカレールゥ　

…………………１本
………………1/8個

………適量

作り方

作り方

材料　　　　　　　　　　　　　　（２人分）

材料　　　　　　　　　　　　　　（2人分）

肉を食べやすい大きさに切る。
玉ねぎはくし型に切り、他の野菜は角切りにする。
鍋に少量の油をしいて、肉と玉ねぎを炒める。
残りの野菜も入れて炒め、1/3取り出しておく。
水を入れて煮込み、お好みのカレールゥで味をつける。
最後に　 で取り出した具を加えて火を止める。

リコピンを多く含むトマト。

医者いらずと名高い緑黄色野菜の女王です。
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特集

管理栄養士の
「おすすめレシピ」

H e a r t f u l  C o m m u n i c a t i o n

4

http://www.ja-higashimino.or.jp/
ひがしみの産のおいしいレシピや食材、最新情報はこちら

JAひがしみの
ホームページ JAひがしみの 検 索

発行：東美濃農業協同組合（JAひがしみの）●JULY／Vol.232　2017年7月1日発行
編集：総合企画部 組織広報課  〒509-9132 岐阜県中津川市茄子川1646-19
　　　TEL0573・78・0124  FAX0573・68・7724  〈E-mail〉koho@ja-higashimino.gjadc.jp

ひ
が
し
み
の

2 0 1 7  J U L Y

Vol.232

7
ひがしみの



● 23 ● JAひがしみの

第
19
年
度（
平
成
28
年
度
）事
業
報
告
及
び
剰

余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て（
5
ペ
ー
ジ
）。

第
20
年
度（
平
成
29
年
度
）事
業
計
画
の
設
定

に
つ
い
て（
７
〜
８
ペ
ー
ジ
）。

規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
２７
年
に
農
業
協
同
組
合
法（
昭
和
２2

年
法
律
第
１
３
２
号
）が
改
正
さ
れ（
平
成
２8

年
４
月
１
日
施
行
）、
理
事
等
の
構
成
の
見
直

し
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
規
約
の
一

部
を
変
更
す
る
。

役
員
の
選
任
に
つ
い
て（
９
ペ
ー
ジ
）

　

本
総
代
会
の
終
了
時
を
も
っ
て
理
事
及
び

監
事
全
員
が
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
理
事

２7
名
、
監
事
６
名
の
選
任
す
る
。

理
事
及
び
監
事
の
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

1
．
昨
年
度
の
支
給
実
績
及
び
事
業
実
績
、
経

済
情
勢
の
変
化
等
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、

平
成
２9
年
度
の
理
事
の
報
酬
に
つ
い
て
は
総

額
６,
９
３
０
万
円
以
内
と
し
、
そ
の
範
囲
内

に
お
け
る
各
理
事
の
報
酬
額
、
支
給
方
法
等

に
つ
い
て
は
、
理
事
会
に
一
任
す
る
。

な
お
、
理
事
は
２7
名
。

2
．
昨
年
度
の
支
給
実
績
及
び
事
業
実
績
、
経

済
情
勢
の
変
化
等
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、

平
成
２9
年
度
の
監
事
の
報
酬
に
つ
い
て
は
総

額
１,
３
５
０
万
円
以
内
と
し
、
そ
の
範
囲
内

に
お
け
る
各
監
事
の
報
酬
額
、
支
給
方
法
等

に
つ
い
て
は
、
監
事
の
協
議
に
一
任
す
る
。

な
お
、
監
事
は
６
名（
う
ち
員
外
監
事
１
名
）。

退
任
理
事
及
び
監
事
に
対
す
る
退
職
慰
労
金

の
支
給
に
つ
い
て

1
．
理
事
10
名
は
、
本
総
代
会
の
終
了
時
を

も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
在
任
中
の

労
に
報
い
る
た
め
、
当
組
合
に
お
け
る
役
員
退

職
慰
労
金
規
程
に
従
い
、
総
額
１,
３
４
７
万

円
の
範
囲
内
で
、
退
職
慰
労
金
を
支
給
す
る
。

2
．
監
事
４
名
は
、
本
総
代
会
の
終
了
時
を

も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
在
任
中
の

労
に
報
い
る
た
め
、
当
組
合
に
お
け
る
役
員
退

職
慰
労
金
規
程
に
従
い
、
総
額
３
８
１
万
円
の

範
囲
内
で
、
退
職
慰
労
金
を
支
給
す
る
。

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
が
行
う
農
業
経

営
事
業
に
関
す
る
同
意
に
つ
い
て

　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会（
以
下「
全

農
」と
い
う
）は
、
農
協
事
業
の
補
完
的
な

位
置
づ
け
と
し
て「
担
い
手
を
育
成
す
る
た

め
の
研
修
を
行
う
農
業
経
営
」、「
担
い
手
に

経
営
を
引
き
継
ぐ
ま
で
の
一
時
的
な
農
業

経
営
」、「
地
域
畜
産
ブ
ラ
ン
ド
を
維
持
す
る

こ
と
に
よ
り
地
域
の
生
産
者
に
貢
献
す
る

農
業
経
営
」を
行
う
た
め
、
農
業
経
営
規
程

を
設
置
し
肉
用
牛
肥
育
経
営
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

全
農
が
農
業
経
営
を
実
施
す
る
た
め
に

は
農
協
法
第
11
条
の
50
に
も
と
づ
く
会
員

農
協
の
同
意
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
当
組
合

と
し
て
全
農
が
農
業
経
営
を
行
う
こ
と
に

つ
い
て
同
意
す
る
。

　

ま
た
、
岐
阜
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合

会
、
岐
阜
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、

美
濃
酪
農
農
業
協
同
組
合
連
合
会
が
、
全
農

の
農
業
経
営
事
業
実
施
に
同
意
す
る
こ
と

に
つ
い
て
も
同
意
す
る
。

　

本
総
代
会
の
決
議
事
項
中
、
権
利
義
務
に
関

し
な
い
軽
微
な
事
項
の
修
正
、
違
算
及
び
誤
字

の
修
正
並
び
に
法
令
そ
の
他
行
政
庁
の
処
分

ま
た
は
こ
れ
に
基
づ
く
指
示
に
よ
る
必
要
な

修
正
は
、
理
事
会
に
一
任
す
る
も
の
と
す
る
。

　

第
19
年
度（
平
成
２8
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

２9
年
３
月
31
日
ま
で
）貸
借
対
照
表
、
損
益
計

算
書
及
び
注
記
表
の
内
容
並
び
に
全
国
農
業

協
同
組
合
中
央
会
の
監
査
報
告
及
び
監
事
の

監
査
報
告
に
つ
い
て

　
（
5
ペ
ー
ジ
の
貸
借
対
照
表
・
損
益
計
算
書

の
み
掲
載
）た
だ
し
、「
注
記
表
」に
つ
い
て
は
、

法
令
及
び
定
款
第
40
条
第
５
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
当
組
合
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.ja-higashim

ino.or.jp/

）

に
掲
載
。

　

第
6
次
中
期
計
画
の
進
捗
状
況（
平
成
２8
年

度
自
己
改
革
実
践
状
況
）に
つ
い
て
、
別
冊
資

料
に
て
報
告
。（
本
誌
掲
載
な
し
）

営
農
指
導

　

営
農
指
導
を
強
化
す
る
た
め
、
本
店
・
ア

グ
リ
セ
ン
タ
ー
に
Ｔ
Ａ
Ｃ（
担
い
手
担
当

者
）及
び
営
農
専
門
指
導
員
を
16
名
配
置
し
、

担
い
手
対
応
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、

多
様
な
農
業
者
の
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え

る
た
め
、
営
農
指
導
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
貸
与
し
、
営
農
相
談
機
能
の
向
上
に
努
め

ま
し
た
。

　

新
規
の
担
い
手
育
成
で
は
、
管
内
４
ヵ
所

に
夏
秋
ト
マ
ト
の
研
修
農
場
を
設
置
し
、
研

修
生
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
生

産
部
会
と
連
携
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
を
開

催
し
、
就
農
者
の
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。
水

田
農
業
の
担
い
手
で
は
、
新
た
に
６
法
人
が

担
い
手
協
議
会
の
会
員
と
な
り
、
担
い
手
の

育
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
農
地
中
間
管

理
機
構
と
連
携
し
た
農
地
集
積
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

生
活
指
導

　

管
内
の
保
育
園
・
幼

稚
園
・
小
学
校
に
お
い
て
Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー
ダ
ー

を
中
心
に
、
米
・
大
豆
・
野
菜
な
ど
の
播
種
か

ら
管
理
・
収
穫
・
加
工
の
体
験
活
動
を
実
践
し

ま
し
た
。
親
子
を
対
象
と
す
る
ア
グ
リ
ス
ク
ー

ル
を
開
催
し
、「
食
」と「
農
」と「
Ｊ
Ａ
」へ
の

理
解
を
深
め
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、Ｊ
Ａ
助
け
あ
い
活
動
に
参
加
す
る
会

員
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
介
護
支
援
施
設

等
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
高
齢
者
支
援
活

動
を
展
開
し
活
動
の
場
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
組
織
が
仲
間
づ
く
り
や
組
織
づ
く
り

を
図
る
た
め
、
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
・
お
す
す

め
講
座
・
サ
ー
ク
ル
を
開
催
し
、
多
く
の
会
員

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
生
活

習
慣
病
予
防
健
診
を
各
地
域
で
開
催
す
る
な
ど

地
域
貢
献
活
動
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

組
織
広
報

　

組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
に
Ｊ
Ａ
を
よ
り

身
近
に
感
じ
、
ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う「
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
づ
く
り
運
動
」に
取
り
組
み

ま
し
た
。
支
店
運
営
委
員
会
・
地
域
別
座
談
会

等
を
開
催
し
、
皆
さ
ま
の「
声
」を
Ｊ
Ａ
運
営

に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
支
店
だ
よ
り
の
発
行
や
、
広
報
誌

「
ひ
が
し
み
の
」・
岐
阜
放
送
・
日
本
農
業
新

聞
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で「
食
」と「
農
」に
関
わ
る
情
報
を
中
心
に
、

地
域
農
業
の
振
興
と
安
全
・
安
心
な
農
畜
産

物
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

全
国
的
な
米
余
り
を
解
消
す
る
た
め
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
飼
料
用
米
へ
の
切
り
替
え

を
強
化
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
国
的
に
２

年
連
続
の
生
産
数
量
目
標
が
達
成
さ
れ
、
米

価
の
概
算
金
は
１,
２
０
０
円
前
年
よ
り
上
回

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

農
産
関
係
に
つ
い
て
、
特
に
、
ト
マ
ト
・
な

す
等
は
、
台
風
の
被
害
も
な
く
出
荷
量
が
前

年
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
畜
産
関
係
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て

和
牛
子
牛

が
全
国
的

に
不
足
し
、

高
値
で
推

移
し
た
た

め
、
肥
育

農
家
の
素

牛
導
入
等

に
厳
し
い

状
況
が
続

き
ま
し
た
。

農事組合法人 田沢営農

ひがしみの夏秋トマト研修農場開所式

まめなかな運動名古屋マリオットアソシアで開催された商談会

タ

ッ

ク

第
19
回
通
常
総
代
会

第
3
号
議
案

第
2
号
議
案

第
1
号
議
案

第
5
号
議
案

第
4
号
議
案

第
6
号
議
案

第
7
号
議
案

附
帯
決
議

報
告
事
項

特集
　

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
６
月
１６
日（
金
）、
東

美
濃
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
第
１9
回
通
常
総

代
会
を
開
き
、
総
代
定
数
６
０
０
名
の
う
ち

5
4
2
名
が
出
席
し
ま
し
た
。　

　

議
長
に
は
深
谷
勲
さ
ん（
中
津
川
市
福
岡
）

が
選
出
さ
れ
、
第
７
議
案
ま
で
の
議
案
を
審
議

し
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
特
集
で
は

要
点
を
紹
介
し
ま
す
。

事
業
報
告

平
成
28
年
度

指
導
事
業

指
導
事
業

販
売
事
業

販
売
事
業

自
己
改
革
の
最
重
要
課
題
で
あ
る「
農
業
者
の
所
得
増
大
と
農
業
生
産
の
拡
大
」、

「
総
合
事
業
展
開
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
」、「
組
織
基
盤
・
経
営
基
盤
の
確
立
」の

実
践
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む

特集 第19回通常総代会



● 23 ● JAひがしみの

第
19
年
度（
平
成
28
年
度
）事
業
報
告
及
び
剰

余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て（
5
ペ
ー
ジ
）。

第
20
年
度（
平
成
29
年
度
）事
業
計
画
の
設
定

に
つ
い
て（
７
〜
８
ペ
ー
ジ
）。

規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
２７
年
に
農
業
協
同
組
合
法（
昭
和
２2

年
法
律
第
１
３
２
号
）が
改
正
さ
れ（
平
成
２8

年
４
月
１
日
施
行
）、
理
事
等
の
構
成
の
見
直

し
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
規
約
の
一

部
を
変
更
す
る
。

役
員
の
選
任
に
つ
い
て（
９
ペ
ー
ジ
）

　

本
総
代
会
の
終
了
時
を
も
っ
て
理
事
及
び

監
事
全
員
が
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
理
事

２7
名
、
監
事
６
名
の
選
任
す
る
。

理
事
及
び
監
事
の
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

1
．
昨
年
度
の
支
給
実
績
及
び
事
業
実
績
、
経

済
情
勢
の
変
化
等
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、

平
成
２9
年
度
の
理
事
の
報
酬
に
つ
い
て
は
総

額
６,
９
３
０
万
円
以
内
と
し
、
そ
の
範
囲
内

に
お
け
る
各
理
事
の
報
酬
額
、
支
給
方
法
等

に
つ
い
て
は
、
理
事
会
に
一
任
す
る
。

な
お
、
理
事
は
２7
名
。

2
．
昨
年
度
の
支
給
実
績
及
び
事
業
実
績
、
経

済
情
勢
の
変
化
等
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、

平
成
２9
年
度
の
監
事
の
報
酬
に
つ
い
て
は
総

額
１,
３
５
０
万
円
以
内
と
し
、
そ
の
範
囲
内

に
お
け
る
各
監
事
の
報
酬
額
、
支
給
方
法
等

に
つ
い
て
は
、
監
事
の
協
議
に
一
任
す
る
。

な
お
、
監
事
は
６
名（
う
ち
員
外
監
事
１
名
）。

退
任
理
事
及
び
監
事
に
対
す
る
退
職
慰
労
金

の
支
給
に
つ
い
て

1
．
理
事
10
名
は
、
本
総
代
会
の
終
了
時
を

も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
在
任
中
の

労
に
報
い
る
た
め
、
当
組
合
に
お
け
る
役
員
退

職
慰
労
金
規
程
に
従
い
、
総
額
１,
３
４
７
万

円
の
範
囲
内
で
、
退
職
慰
労
金
を
支
給
す
る
。

2
．
監
事
４
名
は
、
本
総
代
会
の
終
了
時
を

も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
在
任
中
の

労
に
報
い
る
た
め
、
当
組
合
に
お
け
る
役
員
退

職
慰
労
金
規
程
に
従
い
、
総
額
３
８
１
万
円
の

範
囲
内
で
、
退
職
慰
労
金
を
支
給
す
る
。

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
が
行
う
農
業
経

営
事
業
に
関
す
る
同
意
に
つ
い
て

　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会（
以
下「
全

農
」と
い
う
）は
、
農
協
事
業
の
補
完
的
な

位
置
づ
け
と
し
て「
担
い
手
を
育
成
す
る
た

め
の
研
修
を
行
う
農
業
経
営
」、「
担
い
手
に

経
営
を
引
き
継
ぐ
ま
で
の
一
時
的
な
農
業

経
営
」、「
地
域
畜
産
ブ
ラ
ン
ド
を
維
持
す
る

こ
と
に
よ
り
地
域
の
生
産
者
に
貢
献
す
る

農
業
経
営
」を
行
う
た
め
、
農
業
経
営
規
程

を
設
置
し
肉
用
牛
肥
育
経
営
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

全
農
が
農
業
経
営
を
実
施
す
る
た
め
に

は
農
協
法
第
11
条
の
50
に
も
と
づ
く
会
員

農
協
の
同
意
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
当
組
合

と
し
て
全
農
が
農
業
経
営
を
行
う
こ
と
に

つ
い
て
同
意
す
る
。

　

ま
た
、
岐
阜
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合

会
、
岐
阜
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、

美
濃
酪
農
農
業
協
同
組
合
連
合
会
が
、
全
農

の
農
業
経
営
事
業
実
施
に
同
意
す
る
こ
と

に
つ
い
て
も
同
意
す
る
。

　

本
総
代
会
の
決
議
事
項
中
、
権
利
義
務
に
関

し
な
い
軽
微
な
事
項
の
修
正
、
違
算
及
び
誤
字

の
修
正
並
び
に
法
令
そ
の
他
行
政
庁
の
処
分

ま
た
は
こ
れ
に
基
づ
く
指
示
に
よ
る
必
要
な

修
正
は
、
理
事
会
に
一
任
す
る
も
の
と
す
る
。

　

第
19
年
度（
平
成
２8
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

２9
年
３
月
31
日
ま
で
）貸
借
対
照
表
、
損
益
計

算
書
及
び
注
記
表
の
内
容
並
び
に
全
国
農
業

協
同
組
合
中
央
会
の
監
査
報
告
及
び
監
事
の

監
査
報
告
に
つ
い
て

　
（
5
ペ
ー
ジ
の
貸
借
対
照
表
・
損
益
計
算
書

の
み
掲
載
）た
だ
し
、「
注
記
表
」に
つ
い
て
は
、

法
令
及
び
定
款
第
40
条
第
５
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
当
組
合
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.ja-higashim

ino.or.jp/

）

に
掲
載
。

　

第
6
次
中
期
計
画
の
進
捗
状
況（
平
成
２8
年

度
自
己
改
革
実
践
状
況
）に
つ
い
て
、
別
冊
資

料
に
て
報
告
。（
本
誌
掲
載
な
し
）

営
農
指
導

　

営
農
指
導
を
強
化
す
る
た
め
、
本
店
・
ア

グ
リ
セ
ン
タ
ー
に
Ｔ
Ａ
Ｃ（
担
い
手
担
当

者
）及
び
営
農
専
門
指
導
員
を
16
名
配
置
し
、

担
い
手
対
応
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、

多
様
な
農
業
者
の
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え

る
た
め
、
営
農
指
導
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
貸
与
し
、
営
農
相
談
機
能
の
向
上
に
努
め

ま
し
た
。

　

新
規
の
担
い
手
育
成
で
は
、
管
内
４
ヵ
所

に
夏
秋
ト
マ
ト
の
研
修
農
場
を
設
置
し
、
研

修
生
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
生

産
部
会
と
連
携
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
を
開

催
し
、
就
農
者
の
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。
水

田
農
業
の
担
い
手
で
は
、
新
た
に
６
法
人
が

担
い
手
協
議
会
の
会
員
と
な
り
、
担
い
手
の

育
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
農
地
中
間
管

理
機
構
と
連
携
し
た
農
地
集
積
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

生
活
指
導

　

管
内
の
保
育
園
・
幼

稚
園
・
小
学
校
に
お
い
て
Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー
ダ
ー

を
中
心
に
、
米
・
大
豆
・
野
菜
な
ど
の
播
種
か

ら
管
理
・
収
穫
・
加
工
の
体
験
活
動
を
実
践
し

ま
し
た
。
親
子
を
対
象
と
す
る
ア
グ
リ
ス
ク
ー

ル
を
開
催
し
、「
食
」と「
農
」と「
Ｊ
Ａ
」へ
の

理
解
を
深
め
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、Ｊ
Ａ
助
け
あ
い
活
動
に
参
加
す
る
会

員
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
介
護
支
援
施
設

等
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
高
齢
者
支
援
活

動
を
展
開
し
活
動
の
場
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
組
織
が
仲
間
づ
く
り
や
組
織
づ
く
り

を
図
る
た
め
、
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
・
お
す
す

め
講
座
・
サ
ー
ク
ル
を
開
催
し
、
多
く
の
会
員

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
生
活

習
慣
病
予
防
健
診
を
各
地
域
で
開
催
す
る
な
ど

地
域
貢
献
活
動
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

組
織
広
報

　

組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
に
Ｊ
Ａ
を
よ
り

身
近
に
感
じ
、
ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う「
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
づ
く
り
運
動
」に
取
り
組
み

ま
し
た
。
支
店
運
営
委
員
会
・
地
域
別
座
談
会

等
を
開
催
し
、
皆
さ
ま
の「
声
」を
Ｊ
Ａ
運
営

に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
支
店
だ
よ
り
の
発
行
や
、
広
報
誌

「
ひ
が
し
み
の
」・
岐
阜
放
送
・
日
本
農
業
新

聞
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で「
食
」と「
農
」に
関
わ
る
情
報
を
中
心
に
、

地
域
農
業
の
振
興
と
安
全
・
安
心
な
農
畜
産

物
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

全
国
的
な
米
余
り
を
解
消
す
る
た
め
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
飼
料
用
米
へ
の
切
り
替
え

を
強
化
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
国
的
に
２

年
連
続
の
生
産
数
量
目
標
が
達
成
さ
れ
、
米

価
の
概
算
金
は
１,
２
０
０
円
前
年
よ
り
上
回

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

農
産
関
係
に
つ
い
て
、
特
に
、
ト
マ
ト
・
な

す
等
は
、
台
風
の
被
害
も
な
く
出
荷
量
が
前

年
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
畜
産
関
係
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て

和
牛
子
牛

が
全
国
的

に
不
足
し
、

高
値
で
推

移
し
た
た

め
、
肥
育

農
家
の
素

牛
導
入
等

に
厳
し
い

状
況
が
続

き
ま
し
た
。

農事組合法人 田沢営農

ひがしみの夏秋トマト研修農場開所式

まめなかな運動名古屋マリオットアソシアで開催された商談会

タ

ッ

ク

第
19
回
通
常
総
代
会

第
3
号
議
案

第
2
号
議
案

第
1
号
議
案

第
5
号
議
案

第
4
号
議
案

第
6
号
議
案

第
7
号
議
案

附
帯
決
議

報
告
事
項

特集
　

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
６
月
１６
日（
金
）、
東

美
濃
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
第
１9
回
通
常
総

代
会
を
開
き
、
総
代
定
数
６
０
０
名
の
う
ち

5
4
2
名
が
出
席
し
ま
し
た
。　

　

議
長
に
は
深
谷
勲
さ
ん（
中
津
川
市
福
岡
）

が
選
出
さ
れ
、
第
７
議
案
ま
で
の
議
案
を
審
議

し
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
特
集
で
は

要
点
を
紹
介
し
ま
す
。

事
業
報
告

平
成
28
年
度

指
導
事
業

指
導
事
業

販
売
事
業

販
売
事
業

自
己
改
革
の
最
重
要
課
題
で
あ
る「
農
業
者
の
所
得
増
大
と
農
業
生
産
の
拡
大
」、

「
総
合
事
業
展
開
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
」、「
組
織
基
盤
・
経
営
基
盤
の
確
立
」の

実
践
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む

特集 第19回通常総代会



事
業
報
告

平
成
28
年
度

● 45 ● JAひがしみの

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
る
べ

く
、
良
品
生
産
、
安
全
・
安
心
の
管
理
体

制
を
強
化
す
る
た
め
、
共
同
利
用
施
設
等

の
整
備
を
行
い
、
施
設
機
能
の
充
実
を
図

り
ま
し
た
。

　

相
互
扶
助
の
精
神
を
基
に
、
介
護
を
必

要
と
さ
れ
る
高
齢
者
の
方
々
と
そ
の
ご
家

族
の
皆
さ
ま
が
、
住
み
慣
れ
た
地
で
、
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
訪
問

介
護
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

生
産
資
材
関
連
で
は
、
農
業
生
産
コ
ス

ト
低
減
の
た
め
市
場
価
格
調
査
を
行
い
、

供
給
価
格
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、

一
部
生
産
資
材
で
は
大
口
購
入
に
対
す
る

段
階
的
な
値
引
き
を
行
い
、
安
価
供
給
に

努
め
ま
し
た
。
肥
料
・
農
薬
の
予
約
注
文

で
は
、
予
約
値
引
き
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
利
用
高
に
応
じ
た
大
口
奨
励
金
を
交

付
し
、
生
産
の
コ
ス
ト
低
減
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

生
活
購
買
関
連
で
は
、Ａ
コ
ー
プ
阿
木

店
と
加
子
母
店
の
費
用
削
減
と
合
理
化
を

図
る
た
め
、
全
日
食
チ
ェ
ー
ン
に
加
盟
し

ま
し
た
。
ま
た
、
買
い
物
弱
者
支
援
の
た

め
に
平
成
２9
年
４
月
よ
り
移
動
販
売
車

「
愛
♡
あ
い
ひ
ま
わ
り
号
」の
運
行
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
、
選
ば
れ
、
信

頼
さ
れ
る
地
域
密
着
型
金
融
機
関
を
目

指
し
ま
し
た
。
担
い
手
農
業
者
や
集
落

組
織
の
皆
さ
ま
へ
の
訪
問
活
動
を
実
施

し
、
農
業
資
金
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
低
金

利
融
資
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

年
金
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
渉
外
担
当
者
に

よ
る
訪
問
相
談
活
動
や
、
法
律
・
年
金
・

税
務
相
談
、
相
続
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に

よ
る
相
談
機
能
の
強
化
を
行
い
、
取
引

先
の
組
合
員
化
に
よ
る
顧
客
基
盤
の
拡

充
と
Ｃ
Ｓ（
顧
客
満
足
度
）
の
向
上
に
努

め
ま
し
た
。

　

信
用
事
業
に
お
け
る
事
務
の
堅
確
性
や

リ
ス
ク
管
理
・
健
全
性
の
確
保
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
不
良
債
権
比
率
の
引

き
下
げ
に
努
め
る
と
と
も
に
、
支
店
巡
回

に
よ
る
オ
ン
サ
イ
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ（
実

地
検
査
）を
実
施
し
、
不
祥
事
未
然
防
止

に
努
め
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
の
理
念
で
あ
る「
一
人
は
万

人
の
た
め
に
、
万
人
は
一
人
の
た
め
に
」

と
い
う「
相
互
扶
助（
助
け
合
い
）」の
理

念
の
も
と
、
全
世
帯
へ
の
３
Ｑ
訪
問
活
動

を
通
じ
た
ニ
ー
ズ
調
査
や
あ
ん
し
ん

チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
、
世
帯
に
深
く
、
広
く

地
域
に
保
障
提
案
を
行
い
、「
ひ
と
・
い
え
・

く
る
ま
」の
保
障
拡
充
に
努
め「
安
心
」と

「
満
足
」を
提
供
し
、Ｊ
Ａ
へ
の
信
頼
確
保

と
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
絆
づ
く
り
に
努
め

ま
し
た
。

1．信用事業資産
① 現金
② 預金
　　系統預金
　 系統外預金
③ 有価証券
　 国債
　 社債
④ 貸出金
⑤ その他の信用事業資産
　 未収収益
　 その他の資産
⑥ 債務保証見返
⑦ 貸倒引当金
2．共済事業資産
① 共済貸付金
② 共済未収利息
③ その他の共済事業資産
３．経済事業資産
① 受取手形
② 経済事業未収金
③ 経済受託債権
④ 棚卸資産
　 購買品
　 貯蔵品
　 その他の棚卸資産
⑤ その他の経済事業資産
⑥ 貸倒引当金
4．雑資産
5．固定資産
① 有形固定資産
　 建物
　 機械装置
　 土地
    その他の有形固定資産
　 減価償却累計額
② 無形固定資産
6．外部出資
　系統出資
　系統外出資
　子会社等出資
7．繰延税金資産

資 産 の 部 合 計

213,092,429
952,405

164,083,335
163,975,165
108,170
7,213,040
6,813,096
399,943

40,280,575
1,060,460
1,026,061
34,398
2,000

△ 499,387
71,171
69,773
780
616

2,992,273
7,992

806,899
59,612
690,914
289,916
119,884
281,113
1,456,380
△ 29,527
510,511
3,462,544
3,309,190
6,213,444
1,831,196
1,268,269
1,537,593

△ 7,541,313
153,353
7,807,304
7,591,843
210,561
4,900
72,860

228,009,094

１．信用事業負債
① 貯金
② 借入金
③ その他の信用事業負債
　 未払費用
　 その他の負債
④ 債務保証
２．共済事業負債
① 共済借入金
② 共済資金
③ 共済未払利息
④ 未経過共済付加収入
⑤ 共済未払費用
⑥ その他の共済事業負債
３．経済事業負債
① 経済事業未払金
② 経済受託債務
③ その他の経済事業負債
４．雑負債
① 未払法人税等
② 資産除去債務
③ その他の負債
５．諸引当金
① 賞与引当金
② 退職給付引当金
③ 役員退職慰労引当金
負 債 の 部 合 計

１．組合員資本
① 出資金
② 再評価積立金
③ 利益剰余金
　 利益準備金
　 その他利益剰余金
　 経営基盤強化積立金
　 税効果調整積立金
　 特別積立金
　 当期未処分剰余金
　 （うち当期剰余金）
④ 処分未済持分
２．評価・換算差額等
① その他有価証券評価差額金
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

214,789,576
214,149,552

13,256
624,767
165,911
458,855
2,000

1,476,635
69,773

1,003,346
753

383,364
18,028
1,369

436,174
370,363
48,996
16,814
381,882
32,259
37,340
312,282
996,675
211,382
745,312
39,981

218,080,944

9,928,252
2,631,689

816
7,308,368
2,475,179
4,833,189
1,919,630
109,888
2,152,437
651,232
312,011
△ 12,622
△ 102
△ 102

9,928,149
228,009,094

信 用 事 業

共 済 事 業

購 買 事 業

販 売 事 業

保 管 事 業

哺育センター事業

堆肥センター事業

加 工 事 業

利 用 事 業

作業受委託事業

葬 祭 事 業

旅 行 事 業

簡易郵便局事業

介 護 保 険 事 業

そ の 他 事 業

指 導 事 業

事 業 総 利 益

事 業 管 理 費

事 業 利 益

事 業 外 収 益

事 業 外 費 用

経 常 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

税 引 前 当 期 利 益

法 人 税 等 合 計

当 期 剰 余 金

当期首繰越剰余金

経営基盤強化積立金取崩額

税効果調整積立金取崩額

当期未処分剰余金

409,680 

74,543 

5,646,671 

149,947 

1,887 

95,262 

54,501 

1,967 

421,592 

18,480 

2,346 

212 

1,622 

14,693 

22,151 

40,552

2,062,019 

1,272,551 

6,388,365 

252,073 

7,889 

128,989 

76,753 

1,656 

655,363 

19,221 

33,419 

817 

3,686 

14,672 

37,991 

10,881

1,652,339 

1,198,007 

741,694 

102,126 

6,002 

33,727 

22,252 

△311

233,770 

740 

31,072 

605 

2,064 

△21

15,840 

△29,670

4,010,239 

3,763,451 

246,787 

168,336 

4,703 

410,421 

30,677 

56,456 

384,642 

72,630 

312,011 

318,240 

718 

20,263 

651,232 

1.

2.

3.

4.

5.

6.

※ 組合員資格の変更は、お届けいただいているお名前・ご住所の変更、正組合員から准組合員に、または准組合員から正
　組合員に資格が変更した場合、組合員資格を喪失した場合などが該当します。
※お亡くなりになられた方の名義で本お知らせが届いている場合、当ＪＡの出資金の名義変更（相続手続き）がされてい
　ないことがあります。お手数ですが、最寄りの支店にお問い合わせ下さいますよう、お願い致します。

　第19回通常総代会で、平成28年度剰余金処分案が承認されました。出資配当金は、6月22
日付で組合員の皆さまの貯金口座へ入金いたしましたので、お知らせ致します。
　組合員の皆さまの組合員資格に変更が生じた場合は、定款第15条の定めるところにより、
書面にて当ＪＡ宛に届けていただくことになっております。組合員資格に変更があった場合は、
お手数ですが当ＪＡの最寄りの支店宛に組合員資格変更届をお届けくださいますよう、お願
い申し上げます。
　組合員資格には農業者である正組合員と、農業者以外である准組合員の2つがあります。
　正組合員は、耕作する農地が5ａ以上か、農業に年間30日以上従事する農業者等の方が該
当します。

純 資 産 の 部

特集 第19回通常総代会

利
用
・
加
工
施
設
事
業

利
用
・
加
工
施
設
事
業

購
買
事
業

購
買
事
業

信
用
事
業

信
用
事
業

共
済
事
業

共
済
事
業

介
護
保
険
事
業

介
護
保
険
事
業

  平成28年4月1日～平成29年3月31日（単位：千円）

（単位：円）

平成29年3月31日現在（単位：千円）■貸借対照表

資 産 の 部 負 債 の 部

■損益計算書 
科　目 収　益費　用科　　目 金　額 科　　目 金　額 差引損益 

※貸借対照表、損益計算書の記載額は千円未満を切り捨てて表示しています。

当期未処分剰余金
合　　　　　　計

651,232,968
651,232,968

次期繰越剰余金 342,198,881

剰余金処分額
1. 利益準備金
2. 任意積立金
　経営基盤強化積立金
3. 出資配当金

合　　　　　　計

70,000,000
200,000,000

（200,000,000）
39,034,087

309,034,087

目　　的 積立目標額 取崩し基準

貸出金等不良債権の処理、
固定資産の減損会計、有価
証券の価格下落、会計等法
制度の変更に伴う費用の発
生等、金融経済環境の急激
な変化に伴う損失発生への
てん補に備え、組合経営の
健全な発展を図ることを目的
として積立を行う。

次の金額の合計額を限度額とし
て積み立てる。
①貸倒引当金繰入対象債権の
期末残高の７％に相当する額

②有形固定資産（償却累計額
控除後）の期末帳簿残高の
５％に相当する額

次の事象が発生した事業年度において、必要額を取り崩すことができる。
①債権を償却（貸倒引当金繰入含む）することにより多額の費用が発
生した場合、その費用相当額

②減損会計等の適用により多額の費用が発生した場合、その費用相
当額

③不稼動資産等処分
　不稼動資産計上等上記①②以外の資産について処分損が発生、
またはその価値の毀損により全額回収が危ぶまれる場合に評価損を
計上する場合、その費用相当額

④会計等法制度の変更により多額の費用等が発生した場合、その相
当額

（１）経営基盤強化積立金

（2）税効果調整積立金
積立目標額 取崩し基準

繰延税金資産（法人税等の前払い部分）の剰余金処分を留保するために毎期積立を行う。
ただし、繰延税金負債及び有価証券の評価差額にかかる繰延税金資産に対する額を除く。

繰延税金資産が回収された、または回収不能
となった年度において当該減少額を取り崩す。

（注）１．出資配当は、年1.5 ％です。
　　２．任意積立金における目的積立金の種類及び積立目的、積立目標額、取崩し基準等は次のとおりです。

３．次期繰越剰余金には、営農指導、生活・文化改善の事業の費用に充てるための繰越額16,000,000円が含まれています。

平成28年度分 出資金に関するお知らせと組合員資格確認のお願い［第1号議案］ 第19年度（平成28年度）剰余金処分案

愛♡あいひまわり号出発式

駅前で乳がん検診の大切さを
呼びかける厚生連とJA職員
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組
合
員
の
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
る
べ

く
、
良
品
生
産
、
安
全
・
安
心
の
管
理
体

制
を
強
化
す
る
た
め
、
共
同
利
用
施
設
等

の
整
備
を
行
い
、
施
設
機
能
の
充
実
を
図

り
ま
し
た
。

　

相
互
扶
助
の
精
神
を
基
に
、
介
護
を
必

要
と
さ
れ
る
高
齢
者
の
方
々
と
そ
の
ご
家

族
の
皆
さ
ま
が
、
住
み
慣
れ
た
地
で
、
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
訪
問

介
護
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

生
産
資
材
関
連
で
は
、
農
業
生
産
コ
ス

ト
低
減
の
た
め
市
場
価
格
調
査
を
行
い
、

供
給
価
格
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、

一
部
生
産
資
材
で
は
大
口
購
入
に
対
す
る

段
階
的
な
値
引
き
を
行
い
、
安
価
供
給
に

努
め
ま
し
た
。
肥
料
・
農
薬
の
予
約
注
文

で
は
、
予
約
値
引
き
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
利
用
高
に
応
じ
た
大
口
奨
励
金
を
交

付
し
、
生
産
の
コ
ス
ト
低
減
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

生
活
購
買
関
連
で
は
、Ａ
コ
ー
プ
阿
木

店
と
加
子
母
店
の
費
用
削
減
と
合
理
化
を

図
る
た
め
、
全
日
食
チ
ェ
ー
ン
に
加
盟
し

ま
し
た
。
ま
た
、
買
い
物
弱
者
支
援
の
た

め
に
平
成
２9
年
４
月
よ
り
移
動
販
売
車

「
愛
♡
あ
い
ひ
ま
わ
り
号
」の
運
行
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
、
選
ば
れ
、
信

頼
さ
れ
る
地
域
密
着
型
金
融
機
関
を
目

指
し
ま
し
た
。
担
い
手
農
業
者
や
集
落

組
織
の
皆
さ
ま
へ
の
訪
問
活
動
を
実
施

し
、
農
業
資
金
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
低
金

利
融
資
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

年
金
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
渉
外
担
当
者
に

よ
る
訪
問
相
談
活
動
や
、
法
律
・
年
金
・

税
務
相
談
、
相
続
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に

よ
る
相
談
機
能
の
強
化
を
行
い
、
取
引

先
の
組
合
員
化
に
よ
る
顧
客
基
盤
の
拡

充
と
Ｃ
Ｓ（
顧
客
満
足
度
）
の
向
上
に
努

め
ま
し
た
。

　

信
用
事
業
に
お
け
る
事
務
の
堅
確
性
や

リ
ス
ク
管
理
・
健
全
性
の
確
保
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
不
良
債
権
比
率
の
引

き
下
げ
に
努
め
る
と
と
も
に
、
支
店
巡
回

に
よ
る
オ
ン
サ
イ
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ（
実

地
検
査
）を
実
施
し
、
不
祥
事
未
然
防
止

に
努
め
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
の
理
念
で
あ
る「
一
人
は
万

人
の
た
め
に
、
万
人
は
一
人
の
た
め
に
」

と
い
う「
相
互
扶
助（
助
け
合
い
）」の
理

念
の
も
と
、
全
世
帯
へ
の
３
Ｑ
訪
問
活
動

を
通
じ
た
ニ
ー
ズ
調
査
や
あ
ん
し
ん

チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
、
世
帯
に
深
く
、
広
く

地
域
に
保
障
提
案
を
行
い
、「
ひ
と
・
い
え
・

く
る
ま
」の
保
障
拡
充
に
努
め「
安
心
」と

「
満
足
」を
提
供
し
、Ｊ
Ａ
へ
の
信
頼
確
保

と
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
絆
づ
く
り
に
努
め

ま
し
た
。

1．信用事業資産
① 現金
② 預金
　　系統預金
　 系統外預金
③ 有価証券
　 国債
　 社債
④ 貸出金
⑤ その他の信用事業資産
　 未収収益
　 その他の資産
⑥ 債務保証見返
⑦ 貸倒引当金
2．共済事業資産
① 共済貸付金
② 共済未収利息
③ その他の共済事業資産
３．経済事業資産
① 受取手形
② 経済事業未収金
③ 経済受託債権
④ 棚卸資産
　 購買品
　 貯蔵品
　 その他の棚卸資産
⑤ その他の経済事業資産
⑥ 貸倒引当金
4．雑資産
5．固定資産
① 有形固定資産
　 建物
　 機械装置
　 土地
    その他の有形固定資産
　 減価償却累計額
② 無形固定資産
6．外部出資
　系統出資
　系統外出資
　子会社等出資
7．繰延税金資産

資 産 の 部 合 計

213,092,429
952,405

164,083,335
163,975,165
108,170
7,213,040
6,813,096
399,943

40,280,575
1,060,460
1,026,061
34,398
2,000

△ 499,387
71,171
69,773
780
616

2,992,273
7,992

806,899
59,612
690,914
289,916
119,884
281,113
1,456,380
△ 29,527
510,511
3,462,544
3,309,190
6,213,444
1,831,196
1,268,269
1,537,593

△ 7,541,313
153,353
7,807,304
7,591,843
210,561
4,900
72,860

228,009,094

１．信用事業負債
① 貯金
② 借入金
③ その他の信用事業負債
　 未払費用
　 その他の負債
④ 債務保証
２．共済事業負債
① 共済借入金
② 共済資金
③ 共済未払利息
④ 未経過共済付加収入
⑤ 共済未払費用
⑥ その他の共済事業負債
３．経済事業負債
① 経済事業未払金
② 経済受託債務
③ その他の経済事業負債
４．雑負債
① 未払法人税等
② 資産除去債務
③ その他の負債
５．諸引当金
① 賞与引当金
② 退職給付引当金
③ 役員退職慰労引当金
負 債 の 部 合 計

１．組合員資本
① 出資金
② 再評価積立金
③ 利益剰余金
　 利益準備金
　 その他利益剰余金
　 経営基盤強化積立金
　 税効果調整積立金
　 特別積立金
　 当期未処分剰余金
　 （うち当期剰余金）
④ 処分未済持分
２．評価・換算差額等
① その他有価証券評価差額金
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

214,789,576
214,149,552

13,256
624,767
165,911
458,855
2,000

1,476,635
69,773

1,003,346
753

383,364
18,028
1,369

436,174
370,363
48,996
16,814
381,882
32,259
37,340
312,282
996,675
211,382
745,312
39,981

218,080,944

9,928,252
2,631,689

816
7,308,368
2,475,179
4,833,189
1,919,630
109,888
2,152,437
651,232
312,011
△ 12,622
△ 102
△ 102

9,928,149
228,009,094

信 用 事 業

共 済 事 業

購 買 事 業

販 売 事 業

保 管 事 業

哺育センター事業

堆肥センター事業

加 工 事 業

利 用 事 業

作業受委託事業

葬 祭 事 業

旅 行 事 業

簡易郵便局事業

介 護 保 険 事 業

そ の 他 事 業

指 導 事 業

事 業 総 利 益

事 業 管 理 費

事 業 利 益

事 業 外 収 益

事 業 外 費 用

経 常 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

税 引 前 当 期 利 益

法 人 税 等 合 計

当 期 剰 余 金

当期首繰越剰余金

経営基盤強化積立金取崩額

税効果調整積立金取崩額

当期未処分剰余金

409,680 

74,543 

5,646,671 

149,947 

1,887 

95,262 

54,501 

1,967 

421,592 

18,480 

2,346 

212 

1,622 

14,693 

22,151 

40,552

2,062,019 

1,272,551 

6,388,365 

252,073 

7,889 

128,989 

76,753 

1,656 

655,363 

19,221 

33,419 

817 

3,686 

14,672 

37,991 

10,881

1,652,339 

1,198,007 

741,694 

102,126 

6,002 

33,727 

22,252 

△311

233,770 

740 

31,072 

605 

2,064 

△21

15,840 

△29,670

4,010,239 

3,763,451 

246,787 

168,336 

4,703 

410,421 

30,677 

56,456 

384,642 

72,630 

312,011 

318,240 

718 

20,263 

651,232 

1.

2.

3.

4.

5.

6.

※ 組合員資格の変更は、お届けいただいているお名前・ご住所の変更、正組合員から准組合員に、または准組合員から正
　組合員に資格が変更した場合、組合員資格を喪失した場合などが該当します。
※お亡くなりになられた方の名義で本お知らせが届いている場合、当ＪＡの出資金の名義変更（相続手続き）がされてい
　ないことがあります。お手数ですが、最寄りの支店にお問い合わせ下さいますよう、お願い致します。

　第19回通常総代会で、平成28年度剰余金処分案が承認されました。出資配当金は、6月22
日付で組合員の皆さまの貯金口座へ入金いたしましたので、お知らせ致します。
　組合員の皆さまの組合員資格に変更が生じた場合は、定款第15条の定めるところにより、
書面にて当ＪＡ宛に届けていただくことになっております。組合員資格に変更があった場合は、
お手数ですが当ＪＡの最寄りの支店宛に組合員資格変更届をお届けくださいますよう、お願
い申し上げます。
　組合員資格には農業者である正組合員と、農業者以外である准組合員の2つがあります。
　正組合員は、耕作する農地が5ａ以上か、農業に年間30日以上従事する農業者等の方が該
当します。

純 資 産 の 部

特集 第19回通常総代会

利
用
・
加
工
施
設
事
業

利
用
・
加
工
施
設
事
業

購
買
事
業

購
買
事
業

信
用
事
業

信
用
事
業

共
済
事
業

共
済
事
業

介
護
保
険
事
業

介
護
保
険
事
業

  平成28年4月1日～平成29年3月31日（単位：千円）

（単位：円）

平成29年3月31日現在（単位：千円）■貸借対照表

資 産 の 部 負 債 の 部

■損益計算書 
科　目 収　益費　用科　　目 金　額 科　　目 金　額 差引損益 

※貸借対照表、損益計算書の記載額は千円未満を切り捨てて表示しています。

当期未処分剰余金
合　　　　　　計

651,232,968
651,232,968

次期繰越剰余金 342,198,881

剰余金処分額
1. 利益準備金
2. 任意積立金
　経営基盤強化積立金
3. 出資配当金

合　　　　　　計

70,000,000
200,000,000

（200,000,000）
39,034,087

309,034,087

目　　的 積立目標額 取崩し基準

貸出金等不良債権の処理、
固定資産の減損会計、有価
証券の価格下落、会計等法
制度の変更に伴う費用の発
生等、金融経済環境の急激
な変化に伴う損失発生への
てん補に備え、組合経営の
健全な発展を図ることを目的
として積立を行う。

次の金額の合計額を限度額とし
て積み立てる。
①貸倒引当金繰入対象債権の
期末残高の７％に相当する額

②有形固定資産（償却累計額
控除後）の期末帳簿残高の
５％に相当する額

次の事象が発生した事業年度において、必要額を取り崩すことができる。
①債権を償却（貸倒引当金繰入含む）することにより多額の費用が発
生した場合、その費用相当額

②減損会計等の適用により多額の費用が発生した場合、その費用相
当額

③不稼動資産等処分
　不稼動資産計上等上記①②以外の資産について処分損が発生、
またはその価値の毀損により全額回収が危ぶまれる場合に評価損を
計上する場合、その費用相当額

④会計等法制度の変更により多額の費用等が発生した場合、その相
当額

（１）経営基盤強化積立金

（2）税効果調整積立金
積立目標額 取崩し基準

繰延税金資産（法人税等の前払い部分）の剰余金処分を留保するために毎期積立を行う。
ただし、繰延税金負債及び有価証券の評価差額にかかる繰延税金資産に対する額を除く。

繰延税金資産が回収された、または回収不能
となった年度において当該減少額を取り崩す。

（注）１．出資配当は、年1.5 ％です。
　　２．任意積立金における目的積立金の種類及び積立目的、積立目標額、取崩し基準等は次のとおりです。

３．次期繰越剰余金には、営農指導、生活・文化改善の事業の費用に充てるための繰越額16,000,000円が含まれています。

平成28年度分 出資金に関するお知らせと組合員資格確認のお願い［第1号議案］ 第19年度（平成28年度）剰余金処分案

愛♡あいひまわり号出発式

駅前で乳がん検診の大切さを
呼びかける厚生連とJA職員



事
業
計
画

平
成
29
年
度

A

● 67 ● JAひがしみの

　
Ｊ
Ａ
の
自
動
車
共
済

に
つ
い
て
、
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
を
見
な
い
日
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、Ｊ
Ａ
の
自

動
車
共
済
の〝
売
り
〞は

何
で
す
か
。
等
級
据
置

制
度
が
廃
止
に
な
っ
て

し
ま
い
、今
後
、Ｊ
Ａ
の

自
動
車
共
済
を
継
続
す

る
か
迷
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
の
自
動
車
共
済

の〝
売
り
〞に
つ
い
て
は
、

事
故
が
起
き
た
時
に
、

い
か
に
迅
速
に
、
親
切

に
対
応
で
き
る
か
が
、

自
動
車
を
運
転
す
る
皆

さ
ま
の
関
心
が
あ
る
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

県
下
各
Ｊ
Ａ
の
事
故

担
当
者
の
ご
利
用
者
か

ら
の
評
価
で
は
、当
Ｊ
Ａ

の
事
故
担
当
者
は
、平
成

２８
年
度
、県
下
で
最
良
の

評
価
を
さ
れ
、ま
た
表
彰

も
受
け
て
い
ま
す
。

　

事
故
は
相
手
が
あ
り
、

対
応
に
よ
っ
て
は
、納
得

で
き
な
い
事
例
も
あ
り
ま

す
が
、誠
意
を
も
っ
て
担

当
者
は
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
契
約
者
に

満
足
さ
れ
る
対
応
を
す

る
よ
う
教
育
、
指
導
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
を
す
る
上
で
の
一
番
の
困
り
ご
と
が
、農
機
具
の
こ
と
で
す
。農
機
具
は
高
額

で
す
が
、稼
働
率
は
非
常
に
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。私
も
田
植
機
を
所
有
し
て
い
ま

す
が
、年
に
一
度
し
か
使
用
し
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、農
機
具
の
リ
ー
ス
を
強
化
し
て
い
た
だ
き
、安
価
で
借
り
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、兼
業
農
家
の
所
得
の
増
大
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。所
得
が
増
大
し
た
と
い
う

実
感
も
持
て
る
と
思
い
ま
す
。農
機
具
の
リ
ー
ス
に
つ
い
て
、現
状
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
で
す
か
。ま
た
、今
後
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

　

レ
ン
タ
ル
で
農
機
具
が
使
用
で
き
れ
ば
農
業
生
産
に
か
か
る
コ
ス
ト
の
低
減
に
繋

が
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
田
植
機
、
畦
塗
り
機
、
フ
レ
ー
ル
モ

ア
な
ど
1
日
レ
ン
タ
ル
か
ら
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
農
機
具
は
、
使

用
の
時
期
が
重
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
に
沿
え
な
い
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。
課
題
も

多
い
で
す
が
、
多
く
の
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
沿
え
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
当
Ｊ
Ａ
独
自
と
し
て
、
今
年
の
8
月
を
目
途
に
、
家
庭
菜
園
用
の
管
理
機
を

各
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
配
置
し
、
レ
ン
タ
ル
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

※
農
機
レ
ン
タ
ル
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ　

　
　
　
　

Ｊ
Ａ
本
店 

経
済
部 

総
合
燃
料
課　
（
電
話
0
5
7
3
ー

7
8
ー

0
1
2
2
）

　

子
会
社
等
の
状
況
に「
有
限
会
社
サ
ポ
ー
ト
ひ
が
し
み
の
」と
い
う
会
社
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
会
社
の
、
業
務
内
容
と
業
績
の
状
況
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

農
業
所
得
の
増
大
、農
業
生
産
の
拡
大
に
つ
い
て
、消
費
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
販
売
力
の
強
化
の
た
め
に
、Ｊ
Ａ
ひ
が
し

み
の
は
ど
こ
よ
り
も
早
く
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
対
し
て

高
く
評
価
し
ま
す
。

　

し
か
し
、農
業
生
産
に
お
い
て
は
、量
で
は
な
く
、質
で
あ

る
と
い
っ
た
考
え
が
あ
り
ま
す
が
、ど
の
よ
う
に
農
業
生
産

を
行
え
ば
よ
い
か
、苦
労
を
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
は
、Ｔ
Ａ
Ｃ
や
専
門
指
導
員
に
よ
っ
て
、販
売
力
強
化
に

向
け
た
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、先
を
見
据
え
た
第
６
次

中
期
計
画
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、若
い
就
農
支
援
者
が
つ

い
て
こ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
ま
で
以
上
の
指
導
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

農
業
所
得
の
増
大
、農
業
生
産
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、先
を

見
据
え
た
上
で
、Ｊ
Ａ
と
し
て
最
大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

指
導
力
に
つ
き
ま
し
て
も
、ベ
テ
ラ
ン
指
導
員
が
今
後
、徐
々

に
退
職
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、Ｊ
Ａ
独
自
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
農
家
研
修
制
度
）に
よ
っ
て
、若
い
営
農
職
員
の
指
導
強
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

畜
安
法（
畜
産
経
営
安
定
法
）が
改
正（
６
月
９
日
）さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、集
乳
、配
送
が
自
由
化
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、こ
れ
は
企
業
経
営
を
中
心
と
し
た
考
え
で
あ
り
、今

後
、生
乳
の
流
通
が
混
乱
す
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

畜
安
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
ま
で
の
生
乳
の
一
元
集
荷
の

多
元
販
売
が
崩
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。生
乳
、加
工
乳
の
割

合
等
、条
件
が
良
い
と
こ
ろ
に
偏
っ
て
し
ま
う
な
ど
、参
議
院
、

農
林
水
産
委
員
会
で
は
付
帯
決
議
が
付
く
ほ
ど
、疑
問
を
持
っ

て
い
る
部
分
が
多
く
あ
り
ま
す
。調
整
金
の
要
件
が
厳
し
く
な

り
、又
、運
用
の
仕
方
等
に
よ
っ
て
奨
励
等
が
決
ま
っ
て
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、今
後
、団
体
等
の
意
見
や
要
望
を
集

約
し
、国
へ
働
き
か
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。　
　
　
　

　

我
が
国
の
経
済
は
、
生
産
・
サ
ー
ビ
ス
活
動

が
上
昇
傾
向
に
あ
り
、Ｉ
Ｔ
産
業
を
中
心
と
す

る
輸
出
の
持
ち
直
し
や
公
共
投
資
の
堅
調
等

を
受
け
、
緩
や
か
な
回
復
基
調
と
な
っ
て
い
ま

す
。
家
計
面
に
お
い
て
は
、
雇
用
者
所
得
が
改

善
し
て
い
る
一
方
で
、
個
人
消
費
は
底
堅
く
推

移
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
面
で
は
、
農
業
従
事
者
の
絶
対
数
が
減

少
し
、
今
後
も
高
齢
者
に
偏
っ
た
状
況
が
続
く

と
推
察
さ
れ
、
当
面
の
国
内
生
産
量
や
生
産
額

の
増
加
は
見
込
み
に
く
い
上
、
遊
休
農
地
の
利

活
用
に
対
す
る
課
題
、
異
常
気
象
に
伴
う
収
穫

量
の
変
動
、
鳥
獣
被
害
区
域
の
拡
大
等
、
経
営

は
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
注
視
さ

れ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）に
つ
い

て
は
、
米
国
の
離
脱
表
明
に
伴
い
11
カ
国
で
の

交
渉
が
進
め
ら
れ
る
中
、
不
透
明
な
状
況
に
あ

る
も
の
の
、
関
税
撤
廃
へ
の
動
き
は
助
長
さ
れ

て
お
り
、
世
界
へ
向
け
た
農
畜
産
物
の
大
量
か

つ
安
価
な
提
供
が
難
し
い
日
本
の
農
業
は
、
輸

出
諸
外
国
と
の
販
売
競
争
お
い
て
劣
勢
に
立

た
さ
れ
る
事
も
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
生

産
農
家
へ
の
打
撃
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

政
府
は
、
農
政
改
革
の
一
環
と
し
て「
農
協

改
革
」を
決
定
し
、
平
成
２８
年
４
月
１
日
よ
り

施
行
さ
れ
た
改
正
農
協
法
の
下
、「
農
業
の
成

長
産
業
化
を
図
る
た
め
、
６
次
産
業
化
や
海
外

輸
出
、
農
地
集
積
・
集
約
化
等
の
政
策
を
活
用

す
る
経
済
主
体
等
が
積
極
的
に
活
動
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。」と
提
起
し
、

農
家
所
得
の
安
定
化
を
求
め
た「
全
農
改
革
」

も
提
言
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
動
向
に
対

し
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
農
業
者
所
得
の
増

大
等
を
基
本
目
標
と
し
た「
創
造
的
自
己
改

革
へ
の
挑
戦
」を
本
格
始
動
し
、
日
本
農
業
全

体
の
将
来
を
考
え
た「
真
の
骨
太
農
業
政
策
」

の
確
立
を
目
指
す
べ
く
検
討
を
進
め
て
お
り
、

今
後
も
中
長
期
的
な
視
点
で
実
践
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の

で
は
、「
自
己
改
革
へ
の
取
組
」を
中
心
と
し
て

策
定
し
た
第
６
次
中
期
計
画（
平
成
２８
年
度
か

ら
平
成
30
年
度
）の
１
年
目
を
実
践
し
、
地
域

に
根
ざ
し
た
総
合
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
第
６
次
中
期
計
画
の
２
年
目
と
な
る
本
年

度
は
、
初
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
、
組
合
員
目

線
に
立
っ
た
事
業
展
開
を
実
践
す
る
た
め
に
、

よ
り
具
体
的
方
策
を
盛
り
込
ん
だ
取
り
組
み
の

強
化
、
正
組
合
員
の
事
業
利
用
メ
リ
ッ
ト
の
醸

成
と
准
組
合
員
の
パ
ー
ト
ナ
ー
化
に
よ
る
Ｊ
Ａ

組
織
基
盤
の
拡
大
、
地
域
活
性
化
に
資
す
る
た

め
の
貢
献
活
動
及
び
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
づ
く
り
運
動

の
継
続
実
施
、
経
営
基
盤
の
さ
ら
な
る
充
実
を

目
指
す
べ
く
、
収
益
性
も
考
慮
し
た
事
業
態
勢

の
構
築
、Ｊ
Ａ
ら
し
い
事
業
展
開
の
た
め
の
職

員
の
意
識
改
革
と
行
動
改
革
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
信

頼
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
、
下

記
の
基
本
項
目
の
達
成
に
向
け
全
役
職
員
が
一

丸
と
な
り
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

営
農
指
導

　

管
内
農
業
の

現
状
は
、
農
業
者

の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
な
ど

多
く
の
課
題
を

抱
え
、
農
業
の
担

い
手
育
成
は
、Ｊ

Ａ
が
取
り
組
む

重
点
課
題
と
位

置
づ
け
て
お
り

ま
す
。
特
に
集
落
を
中
核
と
し
た
担
い
手
の
育

成
や
新
規
就
農
者
の
掘
り
起
こ
し
に
よ
る
農

畜
産
物
の
生
産
拡
大
の
支
援
体
制
を
強
化
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
営
農
専
門
指
導
員
の
指
導

力
の
ア
ッ
プ
を
図
り
、
農
業
所
得
の
向
上
に
資

す
る
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　

夏
秋
ト
マ
ト
で
は
、
平
成
２9
年
度
か
ら
研

修
生
の
受
け
入
れ
を
本
格
実
施
し
、
新
規
就

農
者
の
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

畜
産
で
は
、
和
牛
繁
殖
頭
数
の
減
少
を
食

い
止
め
る
た
め
、
繁
殖
基
盤
の
拡
大
を
図
る

体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
第
11
回
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
出
品
に
向
け
、
肥
育
区
・
種
牛

区
の
出
品
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
、

飛
騨
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
努
め

ま
す
。

生
活
指
導

　

Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー
ダ
ー
と
連
携
し
、
地
域
の

保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校
に
お
い
て
、米
・

大
豆
・
野
菜
な
ど
の
栽
培
・
加
工
の
体
験
活
動

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
親
子
を
対
象
と
し

た
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
を
開
校
し「
食
」と「
農
」

と「
Ｊ
Ａ
」へ
の
理
解
を
深
め
る
活
動
を
行
い

ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
助
け
あ
い
活
動
に
参
加
す
る
会
員
の

増
加
を
図
り
、
各
施
設
・
病
院
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
食
事
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
高
齢

者
支
援
活
動
を
行
い
、
助
け
あ
い
活
動
の
場

を
提
供
し
ま
す
。

　

女
性
部
活
動
の
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
・
お

す
す
め
講
座
・
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
て
、
仲

間
づ
く
り
や
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
次
世
代
の
新
規
加
入
を
目
指
し
た
子

育
て
世
代
が
参
加
し
や
す
い
活
動
を
拡
大
し
、

女
性
部
員
数
１,
０
０
０
名
を
目
標
に
活
動
の

輪
を
広
げ
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。
男
性

向
け
活
動
と
し
て「
男
の
短
期
大
学
」を
継
続

し
、
参
加
者

の
増
員
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
生

活
習
慣
病
予

防
健
診
の
実

施
な
ど
、
地

域
貢
献
活
動

を
積
極
的
に

行
い
ま
す
。

Q

　

当
Ｊ
Ａ
に
合
併
す
る
以
前
の
旧
中
津
川
市
農
協
で
作
業
受
託
を
行
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
農
家
か
ら
農
地
委
託
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
時

は
、
法
律
で
農
協
が
直
接
農
地
を
借
り
て
農
業
を
経
営
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、Ｊ
Ａ

出
資
法
人
を
設
立
し
対
応
し
ま
し
た
。
現
在
、
有
限
会
社
サ
ポ
ー
ト
ひ
が
し
み
の
で

は
、
農
地
は
約
33　

、
作
業
は
主
に
稲
の
刈
取
り
を
約
50　

、
そ
の
他
の
作
業
を
約

48　

受
託
し
て
い
ま
す
。
農
地
受
託
に
関
し
て
は
、
担
い
手
が
い
な
い
地
域
、
各
地

域
の
営
農
組
合
や
担
い
手
で
耕
作
条
件
が
悪
い
農
地
を
主
に
請
負
っ
て
い
ま
す
。

条
件
の
悪
い
農
地
の
た
め
、
作
業
に
は
大
変
手
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、Ｊ

Ａ
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
経
営
を
し
て
い
ま
す
。

　

業
績
等
に
関
し
て
は
、
資
本
金
5,
0
0
0
千
円
。
平
成
28
年
度
の
状
況
は
、
売
上

高
6
6,
9
5
0
千
円
、
当
期
利
益
2,
4
0
9
千
円
、
純
資
産
6,
8
8
8
千
円
で
す
。

ha

ha

ha

質疑応答
総代会・説明会

QA

QAQA

QA

指
導
事
業

指
導
事
業

基
本
方
針

基
本
項
目

１. 

農
業
者
の
所
得
増
大
と

　
　
農
業
生
産
の
拡
大

２.
総
合
事
業
展
開
に
よ
る

　
　
地
域
の
活
性
化

３.
組
織
基
盤
・
経
営
基
盤
の
確
立

なすチャレンジ塾

カンガルー劇場に参加する親子
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事
業
計
画

平
成
29
年
度

A

● 67 ● JAひがしみの

　
Ｊ
Ａ
の
自
動
車
共
済

に
つ
い
て
、
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
を
見
な
い
日
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、Ｊ
Ａ
の
自

動
車
共
済
の〝
売
り
〞は

何
で
す
か
。
等
級
据
置

制
度
が
廃
止
に
な
っ
て

し
ま
い
、今
後
、Ｊ
Ａ
の

自
動
車
共
済
を
継
続
す

る
か
迷
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
の
自
動
車
共
済

の〝
売
り
〞に
つ
い
て
は
、

事
故
が
起
き
た
時
に
、

い
か
に
迅
速
に
、
親
切

に
対
応
で
き
る
か
が
、

自
動
車
を
運
転
す
る
皆

さ
ま
の
関
心
が
あ
る
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

県
下
各
Ｊ
Ａ
の
事
故

担
当
者
の
ご
利
用
者
か

ら
の
評
価
で
は
、当
Ｊ
Ａ

の
事
故
担
当
者
は
、平
成

２８
年
度
、県
下
で
最
良
の

評
価
を
さ
れ
、ま
た
表
彰

も
受
け
て
い
ま
す
。

　

事
故
は
相
手
が
あ
り
、

対
応
に
よ
っ
て
は
、納
得

で
き
な
い
事
例
も
あ
り
ま

す
が
、誠
意
を
も
っ
て
担

当
者
は
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
契
約
者
に

満
足
さ
れ
る
対
応
を
す

る
よ
う
教
育
、
指
導
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
を
す
る
上
で
の
一
番
の
困
り
ご
と
が
、農
機
具
の
こ
と
で
す
。農
機
具
は
高
額

で
す
が
、稼
働
率
は
非
常
に
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。私
も
田
植
機
を
所
有
し
て
い
ま

す
が
、年
に
一
度
し
か
使
用
し
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、農
機
具
の
リ
ー
ス
を
強
化
し
て
い
た
だ
き
、安
価
で
借
り
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、兼
業
農
家
の
所
得
の
増
大
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。所
得
が
増
大
し
た
と
い
う

実
感
も
持
て
る
と
思
い
ま
す
。農
機
具
の
リ
ー
ス
に
つ
い
て
、現
状
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
で
す
か
。ま
た
、今
後
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

　

レ
ン
タ
ル
で
農
機
具
が
使
用
で
き
れ
ば
農
業
生
産
に
か
か
る
コ
ス
ト
の
低
減
に
繋

が
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
田
植
機
、
畦
塗
り
機
、
フ
レ
ー
ル
モ

ア
な
ど
1
日
レ
ン
タ
ル
か
ら
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
農
機
具
は
、
使

用
の
時
期
が
重
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
に
沿
え
な
い
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。
課
題
も

多
い
で
す
が
、
多
く
の
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
沿
え
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
当
Ｊ
Ａ
独
自
と
し
て
、
今
年
の
8
月
を
目
途
に
、
家
庭
菜
園
用
の
管
理
機
を

各
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
配
置
し
、
レ
ン
タ
ル
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

※
農
機
レ
ン
タ
ル
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ　

　
　
　
　

Ｊ
Ａ
本
店 

経
済
部 

総
合
燃
料
課　
（
電
話
0
5
7
3
ー

7
8
ー

0
1
2
2
）

　

子
会
社
等
の
状
況
に「
有
限
会
社
サ
ポ
ー
ト
ひ
が
し
み
の
」と
い
う
会
社
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
会
社
の
、
業
務
内
容
と
業
績
の
状
況
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

農
業
所
得
の
増
大
、農
業
生
産
の
拡
大
に
つ
い
て
、消
費
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
販
売
力
の
強
化
の
た
め
に
、Ｊ
Ａ
ひ
が
し

み
の
は
ど
こ
よ
り
も
早
く
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
対
し
て

高
く
評
価
し
ま
す
。

　

し
か
し
、農
業
生
産
に
お
い
て
は
、量
で
は
な
く
、質
で
あ

る
と
い
っ
た
考
え
が
あ
り
ま
す
が
、ど
の
よ
う
に
農
業
生
産

を
行
え
ば
よ
い
か
、苦
労
を
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
は
、Ｔ
Ａ
Ｃ
や
専
門
指
導
員
に
よ
っ
て
、販
売
力
強
化
に

向
け
た
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、先
を
見
据
え
た
第
６
次

中
期
計
画
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、若
い
就
農
支
援
者
が
つ

い
て
こ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
ま
で
以
上
の
指
導
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

農
業
所
得
の
増
大
、農
業
生
産
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、先
を

見
据
え
た
上
で
、Ｊ
Ａ
と
し
て
最
大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

指
導
力
に
つ
き
ま
し
て
も
、ベ
テ
ラ
ン
指
導
員
が
今
後
、徐
々

に
退
職
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、Ｊ
Ａ
独
自
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
農
家
研
修
制
度
）に
よ
っ
て
、若
い
営
農
職
員
の
指
導
強
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

畜
安
法（
畜
産
経
営
安
定
法
）が
改
正（
６
月
９
日
）さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、集
乳
、配
送
が
自
由
化
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、こ
れ
は
企
業
経
営
を
中
心
と
し
た
考
え
で
あ
り
、今

後
、生
乳
の
流
通
が
混
乱
す
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

畜
安
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
ま
で
の
生
乳
の
一
元
集
荷
の

多
元
販
売
が
崩
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。生
乳
、加
工
乳
の
割

合
等
、条
件
が
良
い
と
こ
ろ
に
偏
っ
て
し
ま
う
な
ど
、参
議
院
、

農
林
水
産
委
員
会
で
は
付
帯
決
議
が
付
く
ほ
ど
、疑
問
を
持
っ

て
い
る
部
分
が
多
く
あ
り
ま
す
。調
整
金
の
要
件
が
厳
し
く
な

り
、又
、運
用
の
仕
方
等
に
よ
っ
て
奨
励
等
が
決
ま
っ
て
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、今
後
、団
体
等
の
意
見
や
要
望
を
集

約
し
、国
へ
働
き
か
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。　
　
　
　

　

我
が
国
の
経
済
は
、
生
産
・
サ
ー
ビ
ス
活
動

が
上
昇
傾
向
に
あ
り
、Ｉ
Ｔ
産
業
を
中
心
と
す

る
輸
出
の
持
ち
直
し
や
公
共
投
資
の
堅
調
等

を
受
け
、
緩
や
か
な
回
復
基
調
と
な
っ
て
い
ま

す
。
家
計
面
に
お
い
て
は
、
雇
用
者
所
得
が
改

善
し
て
い
る
一
方
で
、
個
人
消
費
は
底
堅
く
推

移
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
面
で
は
、
農
業
従
事
者
の
絶
対
数
が
減

少
し
、
今
後
も
高
齢
者
に
偏
っ
た
状
況
が
続
く

と
推
察
さ
れ
、
当
面
の
国
内
生
産
量
や
生
産
額

の
増
加
は
見
込
み
に
く
い
上
、
遊
休
農
地
の
利

活
用
に
対
す
る
課
題
、
異
常
気
象
に
伴
う
収
穫

量
の
変
動
、
鳥
獣
被
害
区
域
の
拡
大
等
、
経
営

は
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
注
視
さ

れ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）に
つ
い

て
は
、
米
国
の
離
脱
表
明
に
伴
い
11
カ
国
で
の

交
渉
が
進
め
ら
れ
る
中
、
不
透
明
な
状
況
に
あ

る
も
の
の
、
関
税
撤
廃
へ
の
動
き
は
助
長
さ
れ

て
お
り
、
世
界
へ
向
け
た
農
畜
産
物
の
大
量
か

つ
安
価
な
提
供
が
難
し
い
日
本
の
農
業
は
、
輸

出
諸
外
国
と
の
販
売
競
争
お
い
て
劣
勢
に
立

た
さ
れ
る
事
も
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
生

産
農
家
へ
の
打
撃
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

政
府
は
、
農
政
改
革
の
一
環
と
し
て「
農
協

改
革
」を
決
定
し
、
平
成
２８
年
４
月
１
日
よ
り

施
行
さ
れ
た
改
正
農
協
法
の
下
、「
農
業
の
成

長
産
業
化
を
図
る
た
め
、
６
次
産
業
化
や
海
外

輸
出
、
農
地
集
積
・
集
約
化
等
の
政
策
を
活
用

す
る
経
済
主
体
等
が
積
極
的
に
活
動
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。」と
提
起
し
、

農
家
所
得
の
安
定
化
を
求
め
た「
全
農
改
革
」

も
提
言
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
動
向
に
対

し
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
農
業
者
所
得
の
増

大
等
を
基
本
目
標
と
し
た「
創
造
的
自
己
改

革
へ
の
挑
戦
」を
本
格
始
動
し
、
日
本
農
業
全

体
の
将
来
を
考
え
た「
真
の
骨
太
農
業
政
策
」

の
確
立
を
目
指
す
べ
く
検
討
を
進
め
て
お
り
、

今
後
も
中
長
期
的
な
視
点
で
実
践
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の

で
は
、「
自
己
改
革
へ
の
取
組
」を
中
心
と
し
て

策
定
し
た
第
６
次
中
期
計
画（
平
成
２８
年
度
か

ら
平
成
30
年
度
）の
１
年
目
を
実
践
し
、
地
域

に
根
ざ
し
た
総
合
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
第
６
次
中
期
計
画
の
２
年
目
と
な
る
本
年

度
は
、
初
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
、
組
合
員
目

線
に
立
っ
た
事
業
展
開
を
実
践
す
る
た
め
に
、

よ
り
具
体
的
方
策
を
盛
り
込
ん
だ
取
り
組
み
の

強
化
、
正
組
合
員
の
事
業
利
用
メ
リ
ッ
ト
の
醸

成
と
准
組
合
員
の
パ
ー
ト
ナ
ー
化
に
よ
る
Ｊ
Ａ

組
織
基
盤
の
拡
大
、
地
域
活
性
化
に
資
す
る
た

め
の
貢
献
活
動
及
び
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
づ
く
り
運
動

の
継
続
実
施
、
経
営
基
盤
の
さ
ら
な
る
充
実
を

目
指
す
べ
く
、
収
益
性
も
考
慮
し
た
事
業
態
勢

の
構
築
、Ｊ
Ａ
ら
し
い
事
業
展
開
の
た
め
の
職

員
の
意
識
改
革
と
行
動
改
革
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
信

頼
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
、
下

記
の
基
本
項
目
の
達
成
に
向
け
全
役
職
員
が
一

丸
と
な
り
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

営
農
指
導

　

管
内
農
業
の

現
状
は
、
農
業
者

の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
な
ど

多
く
の
課
題
を

抱
え
、
農
業
の
担

い
手
育
成
は
、Ｊ

Ａ
が
取
り
組
む

重
点
課
題
と
位

置
づ
け
て
お
り

ま
す
。
特
に
集
落
を
中
核
と
し
た
担
い
手
の
育

成
や
新
規
就
農
者
の
掘
り
起
こ
し
に
よ
る
農

畜
産
物
の
生
産
拡
大
の
支
援
体
制
を
強
化
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
営
農
専
門
指
導
員
の
指
導

力
の
ア
ッ
プ
を
図
り
、
農
業
所
得
の
向
上
に
資

す
る
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　

夏
秋
ト
マ
ト
で
は
、
平
成
２9
年
度
か
ら
研

修
生
の
受
け
入
れ
を
本
格
実
施
し
、
新
規
就

農
者
の
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

畜
産
で
は
、
和
牛
繁
殖
頭
数
の
減
少
を
食

い
止
め
る
た
め
、
繁
殖
基
盤
の
拡
大
を
図
る

体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
第
11
回
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
出
品
に
向
け
、
肥
育
区
・
種
牛

区
の
出
品
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
、

飛
騨
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
努
め

ま
す
。

生
活
指
導

　

Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー
ダ
ー
と
連
携
し
、
地
域
の

保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校
に
お
い
て
、米
・

大
豆
・
野
菜
な
ど
の
栽
培
・
加
工
の
体
験
活
動

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
親
子
を
対
象
と
し

た
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
を
開
校
し「
食
」と「
農
」

と「
Ｊ
Ａ
」へ
の
理
解
を
深
め
る
活
動
を
行
い

ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
助
け
あ
い
活
動
に
参
加
す
る
会
員
の

増
加
を
図
り
、
各
施
設
・
病
院
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
食
事
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
高
齢

者
支
援
活
動
を
行
い
、
助
け
あ
い
活
動
の
場

を
提
供
し
ま
す
。

　

女
性
部
活
動
の
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
・
お

す
す
め
講
座
・
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
て
、
仲

間
づ
く
り
や
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
次
世
代
の
新
規
加
入
を
目
指
し
た
子

育
て
世
代
が
参
加
し
や
す
い
活
動
を
拡
大
し
、

女
性
部
員
数
１,
０
０
０
名
を
目
標
に
活
動
の

輪
を
広
げ
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。
男
性

向
け
活
動
と
し
て「
男
の
短
期
大
学
」を
継
続

し
、
参
加
者

の
増
員
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
生

活
習
慣
病
予

防
健
診
の
実

施
な
ど
、
地

域
貢
献
活
動

を
積
極
的
に

行
い
ま
す
。

Q

　

当
Ｊ
Ａ
に
合
併
す
る
以
前
の
旧
中
津
川
市
農
協
で
作
業
受
託
を
行
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
農
家
か
ら
農
地
委
託
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
時

は
、
法
律
で
農
協
が
直
接
農
地
を
借
り
て
農
業
を
経
営
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、Ｊ
Ａ

出
資
法
人
を
設
立
し
対
応
し
ま
し
た
。
現
在
、
有
限
会
社
サ
ポ
ー
ト
ひ
が
し
み
の
で

は
、
農
地
は
約
33　

、
作
業
は
主
に
稲
の
刈
取
り
を
約
50　

、
そ
の
他
の
作
業
を
約

48　

受
託
し
て
い
ま
す
。
農
地
受
託
に
関
し
て
は
、
担
い
手
が
い
な
い
地
域
、
各
地

域
の
営
農
組
合
や
担
い
手
で
耕
作
条
件
が
悪
い
農
地
を
主
に
請
負
っ
て
い
ま
す
。

条
件
の
悪
い
農
地
の
た
め
、
作
業
に
は
大
変
手
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、Ｊ

Ａ
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
経
営
を
し
て
い
ま
す
。

　

業
績
等
に
関
し
て
は
、
資
本
金
5,
0
0
0
千
円
。
平
成
28
年
度
の
状
況
は
、
売
上

高
6
6,
9
5
0
千
円
、
当
期
利
益
2,
4
0
9
千
円
、
純
資
産
6,
8
8
8
千
円
で
す
。

ha

ha

ha

質疑応答
総代会・説明会

QA

QAQA

QA

指
導
事
業

指
導
事
業

基
本
方
針

基
本
項
目

１. 

農
業
者
の
所
得
増
大
と

　
　
農
業
生
産
の
拡
大

２.
総
合
事
業
展
開
に
よ
る

　
　
地
域
の
活
性
化

３.
組
織
基
盤
・
経
営
基
盤
の
確
立

なすチャレンジ塾

カンガルー劇場に参加する親子
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組
織
広
報

　

組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
に
Ｊ

Ａ
の
活
動
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、Ｊ

Ａ
を
よ
り
身
近
に
感
じ
安
心
し
て

ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う「
Ｊ

Ａ
フ
ァ
ン
づ
く
り
運
動
」に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
支
店
運
営
委
員

会
や
各
種
組
織
会
議
を
開
催
し
、

組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
の「
声
」を
反
映
さ

せ
た
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う

地
域
密
着
型
の
広
報
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

広
報
誌「
ひ
が
し
み
の
」・
日
本
農
業
新
聞
・

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
「
食
」
と
「
農
」
に

関
わ
る
情
報
を
中
心

に
、
地
域
農
業
の
振

興
と
安
全
・
安
心
な

農
畜
産
物
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
展
開
し
ま
す
。

　

農
畜
産
物
の
販
売
は
、
農
業
者
の
所
得
向

上
を
図
る
た
め
、
特
に
米
に
つ
い
て
は
、
買
取

数
量
の
拡
大
と
平
成
30
年
産
か
ら
国
に
よ
る

生
産
数
量
目
標
の
廃
止
に
向
け
て
、
販
路
の

確
保
に
努
め
る
一
方
、
価
格
維
持
に
は
生
産

者
自
ら
需
給
調
整
が
で
き
る
体
制
を
整
え
、

需
要
の
あ
る
飼
料
用
米
に
切
り
替
え
を
進
め

ま
す
。

　

主
要
農
畜
産
物
に
つ
い
て
は
、
市
場
等
の

実
需
者
と
交
流
会
を
開
催
し
、
契
約
販
売
を

主
に
信
頼
を
高
め
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
安
全
・
安
心
を
担
保
で
き
る
正
確
な
生

産
履
歴
と
自
主
点
検
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

　

生
産
部
会

と
一
体
と
な
っ

た
付
加
価
値

を
高
め
る
取

り
組
み
に
よ

り
、
さ
ら
な
る

東
美
濃
ブ
ラ

ン
ド
農
畜
産

物
の
生
産
拡

大
と
販
路
拡

大
を
目
指
し
、

有
利
販
売
に

努
め
ま
す
。

　

安
全
で
高
品
質
な
東
美
濃
ブ
ラ
ン
ド
農
畜

産
物
の
供
給
基
地
と
し
て
、
組
合
員
・
流
通
業

者
・
消
費
者
の
皆
さ
ま
へ
の
安
定
供
給
に
努
め
、

ま
た
、
計
画
的
な
施
設
改
善
・
設
備
投
資
の
実

施
に
よ
り
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
効

率
的
運
営
及
び
衛
生
的
な
施
設
管
理
と
業
務

の
改
善
に
努
め
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
期
待

に
応
え
る
施
設
運
営
を
行
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
者
化
が
進
む
中
、
相
互
扶
助
の

精
神
を
基
に
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
と

そ
の
家
族
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
を
目
指
し
て
訪
問
介
護
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
の
総
合
力
を
発
揮
し
、
組
合
員
の
皆

さ
ま
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
満
足
を
得

ら
れ
る
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

生
産
資
材
事
業
で
は
、
農
業
者
の
所
得
増
大

に
貢
献
す
る
た
め
、
適
正
な
生
産
資
材
価
格

の
設
定
及
び
省
力
化
資
材
の
提
案
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

生
活
購
買
事
業
で
は
、
今
年
度
よ
り
創
設

し
た
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
中
心
と
し
て
出

向
く
体
制
を
整
え
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
暮

ら
し
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
Ａ
コ
ー
プ
店
舗
を
閉

鎖
す
る
一
方
で
移
動
販
売
車
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
自
ら
の
足
で
お
店
ま
で
出
向
く

こ
と
の
で
き
な
い「
買
い
物
弱
者
」へ
の
対
応

に
取
り
組
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重

視
し
た
暮
ら
し
の
支
援
活
動
と
収
支
改
善
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
と
地
域
及
び
組
合
員
・
利
用
者
の
皆

さ
ま
を
つ
な
ぐ
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

信
頼
さ
れ
必
要
と
さ
れ
る
地
域
密
着
型
金
融

機
関
を
目
指
し
ま
す
。

　

各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
提
供
、
給
与
振
込

口
座
・
年
金
振
込
口
座
獲
得
に
よ
る
安
定
し

た
貯
金
量
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
の
使
命
で
あ
る
農
業
関
連
資
金
の
取

り
組
み
を
強
化
し
、
低
金
利
融
資
に
よ
り
農

業
者
の
所
得
増
大
に
寄
与
し
ま
す
。
ま
た
、
住

宅
ロ
ー
ン
、
小
口
ロ
ー
ン
の
取
り
扱
い
を
中

心
と
し
た
貸
出
金
増
強
に
努
め
、
次
世
代
に

繋
が
る
取
引
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
の
理
念
で
あ
る「
相
互
扶
助
」を

活
動
の
原
点
と
し
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ

ま
の
ニ
ー
ズ
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た

「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
」の
総
合
保
障
を
提
案
し
、

Ｊ
Ａ
並
び
に
Ｊ
Ａ
共
済
が
生
涯
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
地
域
に
お
け
る
存
在
価
値
を
高
め
、
皆
さ

ま
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ

ス（
面
談
）に
よ
る
丁
寧
な
訪
問
活
動
を
実
践
し
、

共
済
加
入
世
帯
へ
の
さ
ら
な
る
深
耕
と
未
加
入

世
帯
へ
の
新
た
な
提
案
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

皆
さ
ま
の
保
障
拡
充
を
目
指
し
ま
す
。

　

組
合
員
、
地
域
の
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
日
頃
よ
り
Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
に
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

６
月
１６
日
開
催
の
第
１9
回
通
常
総
代
会

の
後
、
代
表
理
事
組
合
長
に
再
任
し
ま
し
た

の
で
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然
と
し
て

農
業
従
事
者
の
絶
対
数
減
少
及
び
高
齢
化
や
、

遊
休
農
地
の
利
活
用
に
対
す
る
課
題
、
鳥
獣

被
害
区
域
の
拡
大
等
、
農
業
経
営
は
厳
し
い

環
境
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
注
視
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ

問
題
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
離
脱
表
明
に

よ
り
一
旦
は
不
透
明
な
状
況
と
な
り
ま
し

た
が
、
米
国
を
除
い
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効
や
二
国

間
に
よ
る
Ｆ
Ｔ
Ａ（
自
由
貿
易
協
定
）等
、

さ
ら
に
厳
し
い
関
税
撤
廃
が
懸
念
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
が
農
政
改
革
の
一

環
と
し
て
決
定
し
た「
農
協
改
革
」に
お
い

て
、
平
成
28
年
度
よ
り
施
行
さ
れ
た
改
正
農

協
法
を
受
け
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
農
業

者
所
得
の
増
大
等
を
基
本
目
標
と
し
た「
創

造
的
自
己
改
革
へ
の
挑
戦
」を
本
格
始
動
し

て
お
り
ま
す
。
当
組
合
に
お
い
て
も
、
第
６

次
中
期
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、
自
己
改
革

の
目
標
で
あ
る「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農

業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」に
向
け
、

計
画
の
着
実
な
実
践
の
た
め
、
地
域
に
根
ざ

し
た
総
合
的
な
事
業
展
開
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
営
農
関
連
事
業
で
は
、
新
た
な
担
い

手
組
織
の
育
成
と
法
人
化
支
援
、
多
様
な
農

業
者
の
皆
さ
ま
へ
の
相
談
機
能
の
向
上
、
新

規
就
農
者
の
支
援
等
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
買
取
販
売
の
拡
大
や
、
東
美
濃
産
農
畜

産
物
の
生
産
拡
大
及
び
販
路
拡
大
に
努
め

ま
し
た
。
ま
た
、
生
産
資
材
関
連
で
は
、
適

正
な
生
産
資
材
価
格
の
設
定
を
行
い
つ
つ
、

予
約
値
引
き
や
大
口
奨
励
等
に
よ
り
生
産

の
コ
ス
ト
低
減
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

第
６
次
中
期
計
画
の
２
年
目
と
な
る
平

成
29
年
度
は
、
初
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
、

組
合
員
目
線
に
立
っ
た
事
業
展
開
を
実
践

す
る
た
め
、「
食
」と「
農
」を
基
軸
と
し
た
事

業
運
営
の
促
進
、
経
営
管
理
態
勢
の
強
化
、

「
目
指
す
職
員
像
」を
基
本
に
し
た
職
員
の

意
識
改
革
・
行
動
改
革
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
地
域
に
存
在
感
の
あ
る
Ｊ
Ａ
を

確
立
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、
支
店
・
ア
グ

リ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た「
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン

づ
く
り
運
動
」に
取
り
組
み
、
地
域
の
皆
さ

ま
に
信
頼
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
組
合
運
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
組
合
員
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

代
表
理
事
組
合
長〈
再
任
〉

　

足
立　

能
夫（
恵
那
市
岩
村
町
）

代
表
理
事
専
務〈
再
任
〉

　

細
江　

成
徳（
恵
那
市
長
島
町
）

企
画
総
務
管
理
担
当
常
務〈
再
任
〉

　

早
川　

和
良（
中
津
川
市
落
合
）

営
農
経
済
担
当
常
務〈
新
任
〉

　

原　
　

実
好（
恵
那
市
山
岡
町
）

金
融
共
済
担
当
常
務〈
新
任
〉

　

林　
　
義
隆（
中
津
川
市
手
賀
野
）

非
常
勤
理
事〈
再
任
・
以
下
１２
名
〉

　

古
田　

裕
茂（
中
津
川
市
福
岡
）

　

内
藤　
　

勝（
中
津
川
市
苗
木
）

　

原　
　
　

進（
中
津
川
市
坂
下
）

　

塚
田　

芳
己（
恵
那
市
明
智
町
）

　

中
島　
　
等（
中
津
川
市
加
子
母
）

　

山
内
健
一
郎（
恵
那
市
武
並
町
）

　

渡
邊　
　

裕（
中
津
川
市
蛭
川
）

　

荻
野　

修
三（
中
津
川
市
千
旦
林
）

　

嶋
﨑　

利
子（
中
津
川
市
付
知
町
）

　

原　
　

直
尋（
中
津
川
市
中
津
川
）

　

安
藤　

菊
男（
恵
那
市
上
矢
作
町
） 　

土
屋　

厚
子（
中
津
川
市
千
旦
林
）

　
長
谷
川
富
美
代（
恵
那
市
中
野
方
町
）

非
常
勤
理
事〈
新
任
・
以
下
９
名
〉

　

粥
川　

茂
和（
中
津
川
市
川
上
）

　

安
藤　

孝
義（
中
津
川
市
阿
木
）

　

曽
我　

菊
雄（
中
津
川
市
神
坂
）

　

後
藤　

展
子（
中
津
川
市
駒
場
）

　

早
川　

恭
平（
中
津
川
市
付
知
町
）

　

鈴
木　

雅
博（
恵
那
市
山
岡
町
）

　

纐
纈　

則
幸（
恵
那
市
飯
地
町
）

　

市
川
ひ
さ
え（
恵
那
市
大
井
町
）

　

梅
本　

信
枝（
恵
那
市
上
矢
作
町
）

代
表
監
事〈
新
任
〉

　

西
尾　

敏
成（
中
津
川
市
茄
子
川
）

常
勤
監
事〈
新
任
〉

　

渡
邉　
　

宏（
中
津
川
市
茄
子
川
）

員
外
監
事〈
再
任
〉

　

勝　
　

佳
朗（
中
津
川
市
茄
子
川
）

非
常
勤
監
事〈
新
任
〉

　

堀　
　

速
美（
恵
那
市
串
原
）

　

深
谷　

冨
昭（
中
津
川
市
福
岡
）

　

小
木
曽
信
夫（
恵
那
市
三
郷
町
）

販
売
事
業

販
売
事
業

利
用
・
加
工
施
設
事
業

利
用
・
加
工
施
設
事
業

介
護
保
険
事
業

介
護
保
険
事
業

共
済
事
業

共
済
事
業

購
買
事
業

購
買
事
業

信
用
事
業

信
用
事
業

農業応援番組「ちなみな」

極良食味米産地確立プロジェクト

自
己
改
革
の
実
現
に
向
け
、

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

新
役
員
の
ご
紹
介

東美濃農業協同組合
代表理事組合長

足立 能夫

就任の
ご挨拶

安
藤　

孝
義

曽
我　

菊
雄

後
藤　

展
子

早
川　

恭
平

鈴
木　

雅
博

纐
纈　

則
幸

市
川
ひ
さ
え

梅
本　

信
枝

堀　
　

速
美

深
谷　

冨
昭 

小
木
曽
信
夫 

※
粥
川　

茂
和

塚
田　

芳
己

中
島　
　

等

山
内
健
一
郎

渡
邊　
　

裕

荻
野　

修
三

嶋
﨑　

利
子

原　
　

直
尋

安
藤　

菊
男

土
屋　

厚
子

長
谷
川
富
美
代

　

渡
邉　
　

宏

林　
　

義
隆

原　
　

実
好 

早
川　

和
良

細
江　

成
徳

足
立　

能
夫 

西
尾　

敏
成

古
田　

裕
茂

内
藤　
　

勝

原　
　
　

進

〈
後
列
〉

〈
中
列
〉

〈
前
列
〉

中津川支店オープン

事業計画
平成29年度特集 第19回通常総代会



● 89 ● JAひがしみの

組
織
広
報

　

組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
に
Ｊ

Ａ
の
活
動
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、Ｊ

Ａ
を
よ
り
身
近
に
感
じ
安
心
し
て

ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う「
Ｊ

Ａ
フ
ァ
ン
づ
く
り
運
動
」に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
支
店
運
営
委
員

会
や
各
種
組
織
会
議
を
開
催
し
、

組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
の「
声
」を
反
映
さ

せ
た
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う

地
域
密
着
型
の
広
報
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

広
報
誌「
ひ
が
し
み
の
」・
日
本
農
業
新
聞
・

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
「
食
」
と
「
農
」
に

関
わ
る
情
報
を
中
心

に
、
地
域
農
業
の
振

興
と
安
全
・
安
心
な

農
畜
産
物
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
展
開
し
ま
す
。

　

農
畜
産
物
の
販
売
は
、
農
業
者
の
所
得
向

上
を
図
る
た
め
、
特
に
米
に
つ
い
て
は
、
買
取

数
量
の
拡
大
と
平
成
30
年
産
か
ら
国
に
よ
る

生
産
数
量
目
標
の
廃
止
に
向
け
て
、
販
路
の

確
保
に
努
め
る
一
方
、
価
格
維
持
に
は
生
産

者
自
ら
需
給
調
整
が
で
き
る
体
制
を
整
え
、

需
要
の
あ
る
飼
料
用
米
に
切
り
替
え
を
進
め

ま
す
。

　

主
要
農
畜
産
物
に
つ
い
て
は
、
市
場
等
の

実
需
者
と
交
流
会
を
開
催
し
、
契
約
販
売
を

主
に
信
頼
を
高
め
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
安
全
・
安
心
を
担
保
で
き
る
正
確
な
生

産
履
歴
と
自
主
点
検
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

　

生
産
部
会

と
一
体
と
な
っ

た
付
加
価
値

を
高
め
る
取

り
組
み
に
よ

り
、
さ
ら
な
る

東
美
濃
ブ
ラ

ン
ド
農
畜
産

物
の
生
産
拡

大
と
販
路
拡

大
を
目
指
し
、

有
利
販
売
に

努
め
ま
す
。

　

安
全
で
高
品
質
な
東
美
濃
ブ
ラ
ン
ド
農
畜

産
物
の
供
給
基
地
と
し
て
、
組
合
員
・
流
通
業

者
・
消
費
者
の
皆
さ
ま
へ
の
安
定
供
給
に
努
め
、

ま
た
、
計
画
的
な
施
設
改
善
・
設
備
投
資
の
実

施
に
よ
り
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
効

率
的
運
営
及
び
衛
生
的
な
施
設
管
理
と
業
務

の
改
善
に
努
め
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
期
待

に
応
え
る
施
設
運
営
を
行
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
者
化
が
進
む
中
、
相
互
扶
助
の

精
神
を
基
に
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
と

そ
の
家
族
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
を
目
指
し
て
訪
問
介
護
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
の
総
合
力
を
発
揮
し
、
組
合
員
の
皆

さ
ま
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
満
足
を
得

ら
れ
る
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

生
産
資
材
事
業
で
は
、
農
業
者
の
所
得
増
大

に
貢
献
す
る
た
め
、
適
正
な
生
産
資
材
価
格

の
設
定
及
び
省
力
化
資
材
の
提
案
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

生
活
購
買
事
業
で
は
、
今
年
度
よ
り
創
設

し
た
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
中
心
と
し
て
出

向
く
体
制
を
整
え
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
暮

ら
し
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
Ａ
コ
ー
プ
店
舗
を
閉

鎖
す
る
一
方
で
移
動
販
売
車
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
自
ら
の
足
で
お
店
ま
で
出
向
く

こ
と
の
で
き
な
い「
買
い
物
弱
者
」へ
の
対
応

に
取
り
組
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重

視
し
た
暮
ら
し
の
支
援
活
動
と
収
支
改
善
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
と
地
域
及
び
組
合
員
・
利
用
者
の
皆

さ
ま
を
つ
な
ぐ
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

信
頼
さ
れ
必
要
と
さ
れ
る
地
域
密
着
型
金
融

機
関
を
目
指
し
ま
す
。

　

各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
提
供
、
給
与
振
込

口
座
・
年
金
振
込
口
座
獲
得
に
よ
る
安
定
し

た
貯
金
量
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
の
使
命
で
あ
る
農
業
関
連
資
金
の
取

り
組
み
を
強
化
し
、
低
金
利
融
資
に
よ
り
農

業
者
の
所
得
増
大
に
寄
与
し
ま
す
。
ま
た
、
住

宅
ロ
ー
ン
、
小
口
ロ
ー
ン
の
取
り
扱
い
を
中

心
と
し
た
貸
出
金
増
強
に
努
め
、
次
世
代
に

繋
が
る
取
引
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
の
理
念
で
あ
る「
相
互
扶
助
」を

活
動
の
原
点
と
し
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ

ま
の
ニ
ー
ズ
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た

「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
」の
総
合
保
障
を
提
案
し
、

Ｊ
Ａ
並
び
に
Ｊ
Ａ
共
済
が
生
涯
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
地
域
に
お
け
る
存
在
価
値
を
高
め
、
皆
さ

ま
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ

ス（
面
談
）に
よ
る
丁
寧
な
訪
問
活
動
を
実
践
し
、

共
済
加
入
世
帯
へ
の
さ
ら
な
る
深
耕
と
未
加
入

世
帯
へ
の
新
た
な
提
案
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

皆
さ
ま
の
保
障
拡
充
を
目
指
し
ま
す
。

　

組
合
員
、
地
域
の
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
日
頃
よ
り
Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
に
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

６
月
１６
日
開
催
の
第
１9
回
通
常
総
代
会

の
後
、
代
表
理
事
組
合
長
に
再
任
し
ま
し
た

の
で
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然
と
し
て

農
業
従
事
者
の
絶
対
数
減
少
及
び
高
齢
化
や
、

遊
休
農
地
の
利
活
用
に
対
す
る
課
題
、
鳥
獣

被
害
区
域
の
拡
大
等
、
農
業
経
営
は
厳
し
い

環
境
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
注
視
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ

問
題
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
離
脱
表
明
に

よ
り
一
旦
は
不
透
明
な
状
況
と
な
り
ま
し

た
が
、
米
国
を
除
い
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効
や
二
国

間
に
よ
る
Ｆ
Ｔ
Ａ（
自
由
貿
易
協
定
）等
、

さ
ら
に
厳
し
い
関
税
撤
廃
が
懸
念
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
が
農
政
改
革
の
一

環
と
し
て
決
定
し
た「
農
協
改
革
」に
お
い

て
、
平
成
28
年
度
よ
り
施
行
さ
れ
た
改
正
農

協
法
を
受
け
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
農
業

者
所
得
の
増
大
等
を
基
本
目
標
と
し
た「
創

造
的
自
己
改
革
へ
の
挑
戦
」を
本
格
始
動
し

て
お
り
ま
す
。
当
組
合
に
お
い
て
も
、
第
６

次
中
期
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、
自
己
改
革

の
目
標
で
あ
る「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農

業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」に
向
け
、

計
画
の
着
実
な
実
践
の
た
め
、
地
域
に
根
ざ

し
た
総
合
的
な
事
業
展
開
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
営
農
関
連
事
業
で
は
、
新
た
な
担
い

手
組
織
の
育
成
と
法
人
化
支
援
、
多
様
な
農

業
者
の
皆
さ
ま
へ
の
相
談
機
能
の
向
上
、
新

規
就
農
者
の
支
援
等
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
買
取
販
売
の
拡
大
や
、
東
美
濃
産
農
畜

産
物
の
生
産
拡
大
及
び
販
路
拡
大
に
努
め

ま
し
た
。
ま
た
、
生
産
資
材
関
連
で
は
、
適

正
な
生
産
資
材
価
格
の
設
定
を
行
い
つ
つ
、

予
約
値
引
き
や
大
口
奨
励
等
に
よ
り
生
産

の
コ
ス
ト
低
減
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

第
６
次
中
期
計
画
の
２
年
目
と
な
る
平

成
29
年
度
は
、
初
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
、

組
合
員
目
線
に
立
っ
た
事
業
展
開
を
実
践

す
る
た
め
、「
食
」と「
農
」を
基
軸
と
し
た
事

業
運
営
の
促
進
、
経
営
管
理
態
勢
の
強
化
、

「
目
指
す
職
員
像
」を
基
本
に
し
た
職
員
の

意
識
改
革
・
行
動
改
革
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
地
域
に
存
在
感
の
あ
る
Ｊ
Ａ
を

確
立
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、
支
店
・
ア
グ

リ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た「
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン

づ
く
り
運
動
」に
取
り
組
み
、
地
域
の
皆
さ

ま
に
信
頼
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
組
合
運
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
組
合
員
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

代
表
理
事
組
合
長〈
再
任
〉

　

足
立　

能
夫（
恵
那
市
岩
村
町
）

代
表
理
事
専
務〈
再
任
〉

　

細
江　

成
徳（
恵
那
市
長
島
町
）

企
画
総
務
管
理
担
当
常
務〈
再
任
〉

　

早
川　

和
良（
中
津
川
市
落
合
）

営
農
経
済
担
当
常
務〈
新
任
〉

　

原　
　

実
好（
恵
那
市
山
岡
町
）

金
融
共
済
担
当
常
務〈
新
任
〉

　

林　
　
義
隆（
中
津
川
市
手
賀
野
）

非
常
勤
理
事〈
再
任
・
以
下
１２
名
〉

　

古
田　

裕
茂（
中
津
川
市
福
岡
）

　

内
藤　
　

勝（
中
津
川
市
苗
木
）

　

原　
　
　

進（
中
津
川
市
坂
下
）

　

塚
田　

芳
己（
恵
那
市
明
智
町
）

　

中
島　
　
等（
中
津
川
市
加
子
母
）

　

山
内
健
一
郎（
恵
那
市
武
並
町
）

　

渡
邊　
　

裕（
中
津
川
市
蛭
川
）

　

荻
野　

修
三（
中
津
川
市
千
旦
林
）

　

嶋
﨑　

利
子（
中
津
川
市
付
知
町
）

　

原　
　

直
尋（
中
津
川
市
中
津
川
）

　

安
藤　

菊
男（
恵
那
市
上
矢
作
町
） 　

土
屋　

厚
子（
中
津
川
市
千
旦
林
）

　
長
谷
川
富
美
代（
恵
那
市
中
野
方
町
）

非
常
勤
理
事〈
新
任
・
以
下
９
名
〉

　

粥
川　

茂
和（
中
津
川
市
川
上
）

　

安
藤　

孝
義（
中
津
川
市
阿
木
）

　

曽
我　

菊
雄（
中
津
川
市
神
坂
）

　

後
藤　

展
子（
中
津
川
市
駒
場
）

　

早
川　

恭
平（
中
津
川
市
付
知
町
）

　

鈴
木　

雅
博（
恵
那
市
山
岡
町
）

　

纐
纈　

則
幸（
恵
那
市
飯
地
町
）

　

市
川
ひ
さ
え（
恵
那
市
大
井
町
）

　

梅
本　

信
枝（
恵
那
市
上
矢
作
町
）

代
表
監
事〈
新
任
〉

　

西
尾　

敏
成（
中
津
川
市
茄
子
川
）

常
勤
監
事〈
新
任
〉

　

渡
邉　
　

宏（
中
津
川
市
茄
子
川
）

員
外
監
事〈
再
任
〉

　

勝　
　

佳
朗（
中
津
川
市
茄
子
川
）

非
常
勤
監
事〈
新
任
〉

　

堀　
　

速
美（
恵
那
市
串
原
）

　

深
谷　

冨
昭（
中
津
川
市
福
岡
）

　

小
木
曽
信
夫（
恵
那
市
三
郷
町
）

販
売
事
業

販
売
事
業

利
用
・
加
工
施
設
事
業

利
用
・
加
工
施
設
事
業

介
護
保
険
事
業

介
護
保
険
事
業

共
済
事
業

共
済
事
業

購
買
事
業

購
買
事
業

信
用
事
業

信
用
事
業

農業応援番組「ちなみな」

極良食味米産地確立プロジェクト

自
己
改
革
の
実
現
に
向
け
、

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

新
役
員
の
ご
紹
介

東美濃農業協同組合
代表理事組合長

足立 能夫

就任の
ご挨拶

安
藤　

孝
義

曽
我　

菊
雄

後
藤　

展
子

早
川　

恭
平

鈴
木　

雅
博

纐
纈　

則
幸

市
川
ひ
さ
え

梅
本　

信
枝

堀　
　

速
美

深
谷　

冨
昭 

小
木
曽
信
夫 

※
粥
川　

茂
和

塚
田　

芳
己

中
島　
　

等

山
内
健
一
郎

渡
邊　
　

裕

荻
野　

修
三

嶋
﨑　

利
子

原　
　

直
尋

安
藤　

菊
男

土
屋　

厚
子

長
谷
川
富
美
代

　

渡
邉　
　

宏

林　
　

義
隆

原　
　

実
好 

早
川　

和
良

細
江　

成
徳

足
立　

能
夫 

西
尾　

敏
成

古
田　

裕
茂

内
藤　
　

勝

原　
　
　

進

〈
後
列
〉

〈
中
列
〉

〈
前
列
〉

中津川支店オープン

事業計画
平成29年度特集 第19回通常総代会
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当
Ｊ
Ａ
と
東
美
濃
栗
振
興
協
議
会
は
６

月
４
日
、
中
津
川
市
の
中
山
間
農
業
研
究

所
中
津
川
支
所
で
平
成
20
年
度
第
１
回
目

の
栗
新
規
栽
培
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
を
開
講
し

ま
し
た
。

　

同
塾
は
農
業
生
産
の
拡
大
に
向
け
、
担

い
手
の
育
成
を
目
的
に
、
県
恵
那
農
林
事

務
所
の
協
力
の
も
と
、
平
成
19
年
か
ら
開

催
し
、
昨
年
ま
で
に
３
０
６
名
の
塾
生
が

受
講
し
、
約
１
２
０
名
が
新
た
に
栽
培
を

始
め
て
い
ま
す
。

　

同
Ｊ
Ａ
管
内
で
新
た
に
栗
の
栽
培
を
始

め
た
生
産
者
や
こ
れ
か
ら
栽
培
を
始
め
よ

う
と
考
え
て
い
る
人
な
ど
27
名
が
参
加
。

産
地
と
協
議
会
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
同

支
所
内
の

試
験
栗
園

で
幼
木
か

ら
成
木
ま

で
樹
齢
別

の
生
育
状

況
を
確
認

し
、
初
夏

の
追
肥
や

病
虫
害
対

策
に
つ
い

て
学
び
ま

し
た
。

　当ＪＡは、地域社会貢献事業として中津川市・恵那市の両消防団へ車
輌を贈呈しました。これは火災や災害等の発生時や、団員の消防・防災
の知識及び技術の習得・向上のため団員輸送に役立てもらうのが目的。
　5月30日には恵那市、6月9日には中津川市で車輌贈呈式が行われ、
同ＪＡ足立能夫組合長より両市長へ目録が授与されました。同ＪＡ足
立組合長は「消防団の消防力強化とともに地域の防災力の充実と向上
に役立てて欲しい」と期待しました。

担
い
手
育
成
・
産
地
拡
大

栗園で説明を受ける熟生

中津川市・恵那市の消防団へ
地域貢献事業として車輌を贈呈

ク
リ
新
規
栽
培
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

　当ＪＡは5月30日、管内の児童養護施設2カ所に肉や野菜、加工
品などの地元の食材を贈りました。これは、県下ＪＡグループが「食
と農を基軸として地域に根ざした協同組合」を実現するため、5月
より児童養護施設や貧困家庭の子どもたちに新鮮な地元の農畜産物
を提供しているもので、地域社会づくりに貢献することが目的。来
年3月まで毎月贈ります。
　贈呈式では、同ＪＡ足立能夫組合長が「地元のおいしい安全で安心
な農畜産物をたくさん食べて元気に育って欲しい。そして、地域の農業、
農畜産物をもっと知ってもらいたい」と話しました。

地域貢献活動へ
地元の食材を提供

　当ＪＡあい・あい会員は、日々会員数増加にむけ活動を強化しています。
　６月１４日、同ＪＡ本店にＪＡ豊橋女性部会役員２5名が視察研修に
訪れ、活動内容の紹介や活動に関する意見交換を行いました。これは、
お互いのＪＡ女性部活動向上に向け、他のＪＡが行う活動を知り、互い
のＪＡに活かすのが狙い。ＪＡ豊橋の提案で実現したものです。

　ＪＡ豊橋女性部会木田きよゑ会長は、「若い子育て世代の女性向けに開催するセミナーや幼い子どもが
いるお母さんを対象に託児所を設けて行う料理教室などは、とても参考になった。会員の高齢化が進む当
ＪＡにも取り入れていきたい」と話しました。

活動内容意見交換会
JA豊橋女性部会が訪問

　当ＪＡの助けあい組織「たんぽぽの会」は６月８日、ＪＡ本店で、訪
問介護センター利用者５０名分のちらし寿司弁当を作りました。
　同会は毎年春にはちらし寿司、冬にはおはぎを作り、同センターのヘ
ルパーらが無料で利用者宅へ訪問して届けています。
　弁当にはちらし寿司の他に煮豆や、きゃらぶき、酢の物、ポテトサラダ、

果実100%の寒天をバランスよく盛り付ました。地元産食材を活かし、高齢の利用者のために食べやすいよう
食材は小さく切る工夫もしました。同会員は「毎回おいしいと喜ばれるため、作り甲斐がある」と話しました。

介護センター利用者へちらし寿司
助けあい組織「たんぽぽの会」

　県ＪＡ女性連絡協議会とＪＡ岐阜中央会は5月29日、羽
島市で第42回「ＪＡ女性部活動体験発表会」「フレッシュ
ミズの主張コンクール」「家の光記事活用発表会」を開催し
ました。当ＪＡからは木下みつ子さんが『みつ子の元気の
源『家の光』』と題し発表。みごと最優秀賞に選ばれました。
　木下さんは、中津川市西山地域の「西山婦人部」現在は、
名前を変え、当ＪＡ女性部小グループ「つわぶき」のメン
バーとして、３０年以上活動しています。水田やぶどう畑、
栗畑、柿畑と農業で忙しい中参加し、常に学べる活動の場
となっていることや自分を変えた体験などを発表しました。
　木下さんは、来年２月に横浜市で開催される全国大会に出場します。

木下みつ子さんが最優秀賞
家の光記事活用発表会

　中津川市で5月28日、「第2回清流木曽川中津川リレーマラソン」
が開かれました。２度目の開催となる今年は、昨年より43チーム
多い、228チーム1,709名が出場。4～10名のチームで園内の１周
約2.1㌔のコースを20周するフルと、10周するハーフの2種目計７
部門で行われました。
　当ＪＡも協賛し、入賞者の副賞として飛騨牛総額9万円分などを大
会に寄贈しました。また、同ＪＡからも、ハーフ一般の部で１チームが
参加し、参加者と共に晴天の中、完走を目指し、たすきをつなぎました。

副賞に飛騨牛総額９万円分を贈呈
中津川リレーマラソンにＪＡ職員も参加

出荷規格などを確認した目揃え会

　

東
美
濃
夏
秋
な
す
生
産
協
議
会
が

生
産
す
る
夏
秋
な
す
の
出
荷
が
、
６

月
中
旬
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
夜
間
の
寒
さ
の
影
響
で
、

例
年
よ
り
遅
い
出
荷
と
な
り
ま
し
た

が
、
１１
月
上
旬
ま
で
岐
阜
、
名
古
屋
、

京
都
市
場
へ
出
荷
し
ま
す
。

　

６
月
１５
日
に
同
Ｊ
Ａ
本
店
で
開
か

れ
た
目
揃
え
会
に
は
協
議
会
員
、
市
場
、

Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
約
70
名
が
参
加
し
、
出

荷
規
格
や
生
育
状
況
な
ど
を
確
認
し

ま
し
た
。
同
協
議
会
員
は「
規
格
表
の

活
用
で
家
庭
選
果
を
徹
底
し
、
持
ち
込

み
時
点
で
の
品
質
統
一
を
図
っ
て
い

き
た
い
」と
意
気
込
み
ま
し
た
。

共
同
選
果
で
品
質
統
一

夏
秋
な
す
出
荷
本
番

ＪＡ足立組合長（中央）と両園長（左右）

彩り豊かなちらし寿司を盛り付けるたんぽぽの会

JAH FRESH NEWS

JAH
FRESH NEWS
JAひがしみの ふれっしゅニュース

ＪＡ足立組合長
（中央）よりレプリ
カキーを受取る中
津川市青山市長㊨

ＪＡ足立組合長㊧
よりレプリカキー
を受取る恵那市
小坂市長㊨

最優秀賞を受賞した木下さん中央

フラダンスを一緒に踊って交流する両ＪＡ

マラソンに参加した当ＪＡ職員チーム
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当
Ｊ
Ａ
と
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美
濃
栗
振
興
協
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会
は
６

月
４
日
、
中
津
川
市
の
中
山
間
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業
研
究

所
中
津
川
支
所
で
平
成
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年
度
第
１
回
目

の
栗
新
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培
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ン
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を
開
講
し

ま
し
た
。

　

同
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業
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に
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、
担
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手
の
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的
に
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平
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催
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、
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０
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し
、
約
１
２
０
名
が
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。
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を
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や
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を
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　当ＪＡは、地域社会貢献事業として中津川市・恵那市の両消防団へ車
輌を贈呈しました。これは火災や災害等の発生時や、団員の消防・防災
の知識及び技術の習得・向上のため団員輸送に役立てもらうのが目的。
　5月30日には恵那市、6月9日には中津川市で車輌贈呈式が行われ、
同ＪＡ足立能夫組合長より両市長へ目録が授与されました。同ＪＡ足
立組合長は「消防団の消防力強化とともに地域の防災力の充実と向上
に役立てて欲しい」と期待しました。

担
い
手
育
成
・
産
地
拡
大

栗園で説明を受ける熟生

中津川市・恵那市の消防団へ
地域貢献事業として車輌を贈呈

ク
リ
新
規
栽
培
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

　当ＪＡは5月30日、管内の児童養護施設2カ所に肉や野菜、加工
品などの地元の食材を贈りました。これは、県下ＪＡグループが「食
と農を基軸として地域に根ざした協同組合」を実現するため、5月
より児童養護施設や貧困家庭の子どもたちに新鮮な地元の農畜産物
を提供しているもので、地域社会づくりに貢献することが目的。来
年3月まで毎月贈ります。
　贈呈式では、同ＪＡ足立能夫組合長が「地元のおいしい安全で安心
な農畜産物をたくさん食べて元気に育って欲しい。そして、地域の農業、
農畜産物をもっと知ってもらいたい」と話しました。

地域貢献活動へ
地元の食材を提供

　当ＪＡあい・あい会員は、日々会員数増加にむけ活動を強化しています。
　６月１４日、同ＪＡ本店にＪＡ豊橋女性部会役員２5名が視察研修に
訪れ、活動内容の紹介や活動に関する意見交換を行いました。これは、
お互いのＪＡ女性部活動向上に向け、他のＪＡが行う活動を知り、互い
のＪＡに活かすのが狙い。ＪＡ豊橋の提案で実現したものです。

　ＪＡ豊橋女性部会木田きよゑ会長は、「若い子育て世代の女性向けに開催するセミナーや幼い子どもが
いるお母さんを対象に託児所を設けて行う料理教室などは、とても参考になった。会員の高齢化が進む当
ＪＡにも取り入れていきたい」と話しました。

活動内容意見交換会
JA豊橋女性部会が訪問

　当ＪＡの助けあい組織「たんぽぽの会」は６月８日、ＪＡ本店で、訪
問介護センター利用者５０名分のちらし寿司弁当を作りました。
　同会は毎年春にはちらし寿司、冬にはおはぎを作り、同センターのヘ
ルパーらが無料で利用者宅へ訪問して届けています。
　弁当にはちらし寿司の他に煮豆や、きゃらぶき、酢の物、ポテトサラダ、

果実100%の寒天をバランスよく盛り付ました。地元産食材を活かし、高齢の利用者のために食べやすいよう
食材は小さく切る工夫もしました。同会員は「毎回おいしいと喜ばれるため、作り甲斐がある」と話しました。

介護センター利用者へちらし寿司
助けあい組織「たんぽぽの会」

　県ＪＡ女性連絡協議会とＪＡ岐阜中央会は5月29日、羽
島市で第42回「ＪＡ女性部活動体験発表会」「フレッシュ
ミズの主張コンクール」「家の光記事活用発表会」を開催し
ました。当ＪＡからは木下みつ子さんが『みつ子の元気の
源『家の光』』と題し発表。みごと最優秀賞に選ばれました。
　木下さんは、中津川市西山地域の「西山婦人部」現在は、
名前を変え、当ＪＡ女性部小グループ「つわぶき」のメン
バーとして、３０年以上活動しています。水田やぶどう畑、
栗畑、柿畑と農業で忙しい中参加し、常に学べる活動の場
となっていることや自分を変えた体験などを発表しました。
　木下さんは、来年２月に横浜市で開催される全国大会に出場します。

木下みつ子さんが最優秀賞
家の光記事活用発表会

　中津川市で5月28日、「第2回清流木曽川中津川リレーマラソン」
が開かれました。２度目の開催となる今年は、昨年より43チーム
多い、228チーム1,709名が出場。4～10名のチームで園内の１周
約2.1㌔のコースを20周するフルと、10周するハーフの2種目計７
部門で行われました。
　当ＪＡも協賛し、入賞者の副賞として飛騨牛総額9万円分などを大
会に寄贈しました。また、同ＪＡからも、ハーフ一般の部で１チームが
参加し、参加者と共に晴天の中、完走を目指し、たすきをつなぎました。

副賞に飛騨牛総額９万円分を贈呈
中津川リレーマラソンにＪＡ職員も参加

出荷規格などを確認した目揃え会
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ＪＡ足立組合長（中央）と両園長（左右）

彩り豊かなちらし寿司を盛り付けるたんぽぽの会

JAH FRESH NEWS

JAH
FRESH NEWS
JAひがしみの ふれっしゅニュース

ＪＡ足立組合長
（中央）よりレプリ
カキーを受取る中
津川市青山市長㊨

ＪＡ足立組合長㊧
よりレプリカキー
を受取る恵那市
小坂市長㊨

最優秀賞を受賞した木下さん中央

フラダンスを一緒に踊って交流する両ＪＡ

マラソンに参加した当ＪＡ職員チーム



　肥料の代表的な品目である化成肥料の製造量はこの25年間で1/3に減少していますが、銘柄数は1.5倍に増加し
ています。そのため、１銘柄あたりの生産量が減少、メーカーの生産が非効率となり、コスト高の要因となっています。

　29年の初秋までに全国で集約銘柄の注文を取りまとめます。その数字を元に製造メーカーを決定いたします。
「予約注文書」にて注文を取りまとめさせていただきますので、ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。

１．銘柄の絞込み（銘柄集約）　　　　　 全国４００銘柄から、約１０銘柄にすることで、１銘柄あたりの生産量を増やして、製造コストを下げます。
２．メーカーの絞り込み　　　　　　　　工場を集約して、効率よく、集中的に大量生産することで、製造コストを下げます。
３．購買数量の事前予約による積み上げ　積み上げた予約注文数量で無駄のない生産をすることや、数量が多くなることで、資材コストに反
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　映することができます。

この状況を改善
するため、「肥料
の銘柄集約」に
取り組みます

PKセーブやNK化
成など、これまでご
愛用いただいてい
た品目も集約の対
象となります。ご迷
惑おかけしますが、
よろしくお願いいた
します。

● 1213 ● JAひがしみの

農業所得向上に向け、さらなる生産コスト削減を目指します

肥料の銘柄集約に取り組みます
なぜ銘柄集約するの？

今後のスケジュールは？

何が変わるの？

どのように集約をするの？

生活習慣病健診のご案内

恵那地域・恵南地域  【健診日・会場】

■９月１９日  （火）　　　中野方コミュニティーセンター

■９月２０日（水）　　　ＪＡ飯地営業所

■９月２２日 (金)　　　笠置コミュニティーセンター

■９月２５日  (月)　　　ＪＡ東野営業所

■１１月２日  (木)　　　ＪＡ恵南アグリセンター

■１１月６日（月）　　　ＪＡ恵南アグリセンター

■１１月１３日 （月）　　　ＪＡ恵那支店

■１１月１５日 （水）　　　三郷コミュニティーセンター

■ お申込み受付期間　　
 【９月の健診】　８月８日 (火) ～９月１２日(火)
 【１１月の健診】　９月12日（火）～１０月２６日(木)
■ 当日受付時間　午前８時３０分～午前１１時まで
■ お申し込み
 各支店・営業所にある申込用紙をご記入の上、窓口に提   
　出して下さい。（肺がん・大腸がんの健診をお申し込みの
　方は容器をお受け取り下さい。）　
■ お問い合わせ
 ＪＡひがしみの本店 組織広報課  TEL 0573-78-0124

JA Higashimino Information Plaza

家の光小グループ・あい♡あい会員

合同作品展＆元気交流会

あい♡あい会員と家の光小グループは、生活情報のテ
キストとして『家の光』を活用し、さまざまなサークルが
日々自主的に楽しく、仲間とともに活動を行っています。
そんな活動の成果を発表する交流会を開きますので、
会員の方はもちろん、会員以外で活動に興味のある方
も、ぜひお越し下さい！

■ 日程　７月２１日（金）　１０時～１６時３０分
　　　　　　２２日（土）　 ９時～１６時

■ 場所　ＪＡひがしみの　本店

■ 内容　・作品展示(手芸品・陶芸・クラフトかご等)
　　　　・加工食品・手芸品バザー
　　　・Ａコープ商品の販売
　　　・各体験コーナー
　　　　（料理教室や折り紙教室・絵画体験
　　　　　などさまざまな体験が可能です）

応募資格求人区分 応募書類 採用人数
大卒、短大卒、専門学校を３０年３月卒業見込
または卒業後３年以内の社会人経験のない方 ・成績証明書１．新卒求人

高卒以上の社会人経験のある方 ・職務経歴書
・卒業証明書（証書写しで可）

若干名
２．一般求人

　　　説明会名 日　　程 場　　所 申込方法

平成29年７月25日（火）14：00～16：00 リクナビ201８から申し込みくださいＪＡ本店

～正職員採用試験のご案内～ 生まれ育った東美濃の地で働きませんか？
■採用職種・・・・・・・・・・総合職採用（金融・共済、販売・購買事業、営農指導 他）
■応募資格、応募書類・・　

　　　　　　　　　　　　　　　※正職員採用日はいずれも平成30年４月１日です。　※応募はリクナビ２０１８からお願いします

■試験日程・・・・・・・・・・応募書類の受付期間：平成29年8月31日（木）（必着）※書類選考通過者に対し、１次試験のご案内をします。
　　　　　　　　　　　1次試験：9月中旬（筆記試験、小論文、面接試験）　2次試験：9月下旬（面接試験）
■説明会・・・・・・・・・・・説明会に来場ください。ＪＡひがしみのについて説明いたします。

　　　　　　　　　　　　　　※個別の訪問も対応します。人事課までお問い合わせ下さい。

■書類の提出先、説明会申込先、問い合わせ先　〒509-9132 中津川市茄子川1646-19  ＪＡひがしみの 総務部 人事課 Tel 0573-78-0168  Fax 0573-68-7724　

ＪＡひがしみの説明会
平成29年8月5日（土） 主催者指定の方法東美濃ふれあいセンターひがしみの就職面接会

標準傷害保険標準傷害保険

安心をひとつの保険にパッケージ安心をひとつの保険にパッケージ

補償期間：平成29年11月1日(水)より1年間
募集期間：平成29年8月1日(火)より平成29年8月25日(金)

■お支払いいただく保険料（年額）は、被保険者ご本人の職業、年齢、性別にかかわらず、右表の金額と
　なります。
■補償開始日時点で被保険者ご本人の年齢が満80歳未満の方にご加入いただけます。
■ご継続は、補償終了日時点で被保険者ご本人の年齢が満89歳まで、脱退のお申し出がない限り自
　動継続されます。

●JA安心倶楽部は、全国共済農業協同組合連合会（JA共済連）を保険契約者とし、ひがしみのの組
　合員の皆様を加入者（被保険者）とするJA団体傷害保険制度です。
●ケガによる死亡や後遺障害、入院・通院、他人への賠償責任、携行品の損害など、日常生活のリスク
　を補償する制度です。
●詳しい内容は最寄のJAの支店までお問い合わせください。

●こんなときに保険金をお支払いします。

自転車・バイクで転倒し、
入院した。

自転車で通行人に
ケガをさせてしまった。

旅行中にカバンを
盗まれてしまった。

地震で自宅が全壊し、
被災生活を余儀なくされた。

〈充実プランのみ〉

ケ　
ガ 

傷
（
　

）
害

基本プラン 充実プラン

傷 害 死 亡 保 険 金
傷害後遺障害保険金

傷害部位・症状別保険金

120万円

60万円

3,000円

1億円

20万円

2,000万円

300万円
10万円

240万円

120万円

3,600円

1億円

20万円

2,000万円

300万円
10万円

100万円

個 人 賠 償 責 任 保 険 金

携 行 品 損 害 保 険 金

被 害 事 故 補 償 保 険 金
弁 護 士 費 用 保 険 金
法 律 相 談 費 用 保 険 金

災害生活支援費用保険金

第1級～第3級限定。後遺障害の程度に応じて、
保険金額の78%～100%をお支払いします。

※2  熱中症・食中毒・特定感染症補償付
※1  天災補償付

※2

※1

※2

（電車等運行不能賠償追加型・示談交渉サービス付）

（自己負担額3,000円）

ケガの部位・症状に応じて、保険金額に所定の支払
倍率（1～120倍）を乗じた額をお支払いします。

保険金の種類

年 間 保 険 料

保険金額

20,000円15,000円

プラス オプションで補償します

ホールインワン・アルバトロス費用保険金 2０万円
（年間オプション保険料2,560円）

オプシ
ョン

B1724300K0338-20170524
取扱代理店：東美濃農業協同組合 引受保険会社：共栄火災海上保険株式会社

基本プラン 充実プラン

傷 害 死 亡 保 険 金

保険金の種類 保険保険金額

被災時の諸費用や熱中症・食中毒も補償する

充実プランをおすすめします !
被災時の諸費用や熱中症・食中毒も補償する

充実プランをおすすめします !
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■９月２０日（水）　　　ＪＡ飯地営業所

■９月２２日 (金)　　　笠置コミュニティーセンター

■９月２５日  (月)　　　ＪＡ東野営業所

■１１月２日  (木)　　　ＪＡ恵南アグリセンター

■１１月６日（月）　　　ＪＡ恵南アグリセンター

■１１月１３日 （月）　　　ＪＡ恵那支店

■１１月１５日 （水）　　　三郷コミュニティーセンター

■ お申込み受付期間　　
 【９月の健診】　８月８日 (火) ～９月１２日(火)
 【１１月の健診】　９月12日（火）～１０月２６日(木)
■ 当日受付時間　午前８時３０分～午前１１時まで
■ お申し込み
 各支店・営業所にある申込用紙をご記入の上、窓口に提   
　出して下さい。（肺がん・大腸がんの健診をお申し込みの
　方は容器をお受け取り下さい。）　
■ お問い合わせ
 ＪＡひがしみの本店 組織広報課  TEL 0573-78-0124

JA Higashimino Information Plaza

家の光小グループ・あい♡あい会員

合同作品展＆元気交流会

あい♡あい会員と家の光小グループは、生活情報のテ
キストとして『家の光』を活用し、さまざまなサークルが
日々自主的に楽しく、仲間とともに活動を行っています。
そんな活動の成果を発表する交流会を開きますので、
会員の方はもちろん、会員以外で活動に興味のある方
も、ぜひお越し下さい！

■ 日程　７月２１日（金）　１０時～１６時３０分
　　　　　　２２日（土）　 ９時～１６時

■ 場所　ＪＡひがしみの　本店

■ 内容　・作品展示(手芸品・陶芸・クラフトかご等)
　　　　・加工食品・手芸品バザー
　　　・Ａコープ商品の販売
　　　・各体験コーナー
　　　　（料理教室や折り紙教室・絵画体験
　　　　　などさまざまな体験が可能です）

応募資格求人区分 応募書類 採用人数
大卒、短大卒、専門学校を３０年３月卒業見込
または卒業後３年以内の社会人経験のない方 ・成績証明書１．新卒求人

高卒以上の社会人経験のある方 ・職務経歴書
・卒業証明書（証書写しで可）

若干名
２．一般求人

　　　説明会名 日　　程 場　　所 申込方法

平成29年７月25日（火）14：00～16：00 リクナビ201８から申し込みくださいＪＡ本店

～正職員採用試験のご案内～ 生まれ育った東美濃の地で働きませんか？
■採用職種・・・・・・・・・・総合職採用（金融・共済、販売・購買事業、営農指導 他）
■応募資格、応募書類・・　

　　　　　　　　　　　　　　　※正職員採用日はいずれも平成30年４月１日です。　※応募はリクナビ２０１８からお願いします

■試験日程・・・・・・・・・・応募書類の受付期間：平成29年8月31日（木）（必着）※書類選考通過者に対し、１次試験のご案内をします。
　　　　　　　　　　　1次試験：9月中旬（筆記試験、小論文、面接試験）　2次試験：9月下旬（面接試験）
■説明会・・・・・・・・・・・説明会に来場ください。ＪＡひがしみのについて説明いたします。

　　　　　　　　　　　　　　※個別の訪問も対応します。人事課までお問い合わせ下さい。

■書類の提出先、説明会申込先、問い合わせ先　〒509-9132 中津川市茄子川1646-19  ＪＡひがしみの 総務部 人事課 Tel 0573-78-0168  Fax 0573-68-7724　

ＪＡひがしみの説明会
平成29年8月5日（土） 主催者指定の方法東美濃ふれあいセンターひがしみの就職面接会

標準傷害保険標準傷害保険

安心をひとつの保険にパッケージ安心をひとつの保険にパッケージ

補償期間：平成29年11月1日(水)より1年間
募集期間：平成29年8月1日(火)より平成29年8月25日(金)

■お支払いいただく保険料（年額）は、被保険者ご本人の職業、年齢、性別にかかわらず、右表の金額と
　なります。
■補償開始日時点で被保険者ご本人の年齢が満80歳未満の方にご加入いただけます。
■ご継続は、補償終了日時点で被保険者ご本人の年齢が満89歳まで、脱退のお申し出がない限り自
　動継続されます。

●JA安心倶楽部は、全国共済農業協同組合連合会（JA共済連）を保険契約者とし、ひがしみのの組
　合員の皆様を加入者（被保険者）とするJA団体傷害保険制度です。
●ケガによる死亡や後遺障害、入院・通院、他人への賠償責任、携行品の損害など、日常生活のリスク
　を補償する制度です。
●詳しい内容は最寄のJAの支店までお問い合わせください。

●こんなときに保険金をお支払いします。

自転車・バイクで転倒し、
入院した。

自転車で通行人に
ケガをさせてしまった。

旅行中にカバンを
盗まれてしまった。

地震で自宅が全壊し、
被災生活を余儀なくされた。

〈充実プランのみ〉

ケ　
ガ 

傷
（
　

）
害

基本プラン 充実プラン

傷 害 死 亡 保 険 金
傷害後遺障害保険金

傷害部位・症状別保険金

120万円

60万円

3,000円

1億円

20万円

2,000万円

300万円
10万円

240万円

120万円

3,600円

1億円

20万円

2,000万円

300万円
10万円

100万円

個 人 賠 償 責 任 保 険 金

携 行 品 損 害 保 険 金

被 害 事 故 補 償 保 険 金
弁 護 士 費 用 保 険 金
法 律 相 談 費 用 保 険 金

災害生活支援費用保険金

第1級～第3級限定。後遺障害の程度に応じて、
保険金額の78%～100%をお支払いします。

※2  熱中症・食中毒・特定感染症補償付
※1  天災補償付

※2

※1

※2

（電車等運行不能賠償追加型・示談交渉サービス付）

（自己負担額3,000円）

ケガの部位・症状に応じて、保険金額に所定の支払
倍率（1～120倍）を乗じた額をお支払いします。

保険金の種類

年間保険 料

保険金額

20,000円15,000円

プラス オプションで補償します

ホールインワン・アルバトロス費用保険金 2０万円
（年間オプション保険料2,560円）

オプシ
ョン

B1724300K0338-20170524
取扱代理店：東美濃農業協同組合 引受保険会社：共栄火災海上保険株式会社

基本プラン 充実プラン

傷 害 死 亡 保 険 金

保険金の種類 保険保険金額

被災時の諸費用や熱中症・食中毒も補償する

充実プランをおすすめします !
被災時の諸費用や熱中症・食中毒も補償する

充実プランをおすすめします !
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在
来
の
カ
ブ
か
ら
分
化
し
た
漬
け
菜
の

一
つ
。
現
在
の
東
京
都
江
戸
川
区
の
小
松

川
周
辺
で
盛
ん
に
作
ら
れ
て
い
た
の
で
そ

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
み（
野
菜
の
中

で
も
最
多
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
３
倍
強
）、

鉄
分
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
、Ｃ
な
ど
の
栄
養
素
も

豊
富
で
す
。

　

あ
く
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
ゆ
で
こ

ぼ
し
し
な
い
で
お
ひ
た
し
、
汁
の
具
、
ご
ま

あ
え
、
生
揚
げ
や
肉
、
魚
と
の
合
わ
せ
炒
め
、

そ
し
て
漬
物
に
と
幅
広
く
使
え
ま
す
。

　

耐
暑
、
耐
寒
性
共
に
あ
り
、
連
作
障
害
も

出
に
く
く
育
て
や
す
い
の
で
、
自
家
菜
園

に
は
う
っ
て
つ
け
。
周
年
的
に
栽
培
し
て

も
よ
い
野
菜
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

一
番
の
ま
き
ど
き
は
８
月
下
旬
〜
９
月

中
旬
で
す
が
、
後
述
の
よ
う
に
７
月
か
ら

で
も
種
ま
き
で
き
ま
す
。

　

葉
形
や
彩
り
の
異
な

る
多
く
の
品
種
、
系
統

が
あ
り
ま
す
が
、
近
年

人
気
の
高
い
の
は
丸
葉

で
葉
に
厚
み
の
あ
る
葉

色
の
緑
の
濃
い
品
種

（
多
く
は
チ
ン
ゲ
ン
サ

イ
の
性
質
を
取
り
入
れ

た
改
良
種
）で
す
。

　

育
て
方
は
、
野
菜
の

中
で
も
や
さ
し
い
部
類

で
す
が
、
寒
さ
、
暑
さ
の
厳
し
い
時
期
の

良
品
取
り
に
は
元
肥
に
良
質
の
完
熟
堆
肥

や
油
か
す
、
化
成
肥
料
な
ど
を
畑
全
体
に

ば
ら
ま
き
、
２０
㎝
ぐ
ら
い
の
深
さ
に
よ
く

耕
し
込
ん
で
お
く
こ
と
で
す
。
生
育
の
様

子
を
見
て
、
後
半
葉
色
が
淡
く
、
育
ち
が

遅
い
よ
う
な
ら
15
〜
２０
日
置
き
ぐ
ら
い
に

化
成
肥
料
と
油
か
す
を
列
間
に
ば
ら
ま
き
、

く
わ
で
軽
く
土
に
耕
し
込
ん
で
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

秋
は
い
ろ
い
ろ
な
害
虫
に
や
ら
れ
や
す

い
の
で
、
早
め
に
薬
剤
散
布
を
し
た
り
、
べ

た
掛
け
資
材
を
被
覆
し
て
飛
来
を
回
避
し

ま
す
。

　

収
穫
は
通
常
葉
長
が
２2
〜
２5
㎝
ぐ
ら
い

に
な
っ
た
ら
根
元
か
ら
抜
き
取
り
、
ま
た

は
刈
り
取
り
し
ま
す
。

　

小
規
模
の
家
庭
菜
園
で
は
葉
を
か
き
取

り
収
穫
す
る
の
も
良
い
で
す
。

　

私
の
場
合
、
や
や
離
れ
た
畑
で
は
な
く
庭

先
の
小
菜
園
の
５
㎝
長
の
畝
１
列
に
、
７
月

に
種
ま
き
し
、
葉
を
か
き
取
り
収
穫
し
、
8

月
か
ら
３
月
下
旬
ま
で
８
カ
月
の
長
い
間

収
穫
し
て
い
ま
す
。
小
松
菜
は
と
う
立
ち
す

る
ま
で
節
間
は
ほ
と
ん
ど
伸
び
ず
、
株
元
付

近
の
葉
が
次
々
と
出
て
く
る
の
で
草
姿
は

い
つ
も
低
い
ま
ま
な
の
で
す
。
３
月
下
旬
を

過
ぎ
る
と
と
う
立
ち
し
て
く
る
の
で
、
そ
れ

も
ナ
バ
ナ
同
様
に
摘
み
取
っ
て
食
べ
ま
す
。

ほ
ろ
苦
い
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
味
も
良
い
も
の

で
す
。

　

こ
の
摘
み
取
り
長
期
栽
培
の
品
種
と
し

て
は
、
サ
カ
タ
の
タ
ネ
の「
き
よ
す
み
」な

ど
が
お
薦
め
で
す
。

暑
さ
寒
さ
に
強
く

連
作
も
で
き
る
小
松
菜 2017年

7月

　

当
Ｊ
Ａ
は
第
６
次
中
期
計
画
の「
農
業
者
の
所
得
増
大
と
農
業
生
産

の
拡
大
」に
向
け
、
新
た
な
担
い
手
の
育
成
・
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
中
の
重
点
施
策
と
し
て
管
内
の
農
地
の
集
積
・
集
約
と
環
境
保
全
・

省
力
化
農
業
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

畦
畔
の
管
理
は
、
年
に
４
〜
６
回
の
草
刈
り
作
業
な
ど
を
必
要
と
し
、

重
労
働
や
農
作
業
事
故
の
多
発
な
ど
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
草
刈
り
回
数
の
低
減
に
向
け
た
植
生
を
す

す
め
、
安
全
性
を
確
保
し
た
省
力
管
理
技
術
の
開
発
等
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
畦
畔
管
理
モ
デ
ル
地
域
を
昨
年
度
は
１
ヵ
所
、
平
成
29
年
度

は
２
ヵ
所
設
置
し
ま
し
た
。
芝
の
仲
間
で
、
繁
茂
す
れ
ば
雑
草
の
生
育

を
長
期
に
わ
た
っ
て
抑
え
る

セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
は
、

草
刈
作
業
が
大
幅
に
軽
減
さ

れ
、
景
観
も
よ
く
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
６
日
、
恵
那
市
岩
村

町
の
畦
畔
管
理
モ
デ
ル
地
域

の
１
つ
で
あ
る
㈱
岩
村
営
農

の
圃
場
畦
畔
８０
ａ
に
吹
き
付

け
作
業
が
行
わ
れ
、
担
い
手

協
議
会
恵
那
地
区
１０
組
織
の

メ
ン
バ
ー
3０
人
が
集
ま
り
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
。

ひがしみの酪農まつり

情報

2017年
7月

センチピードグラスで畦畔管理を省略化しませんか

【日　時】　平成29年8月6日（日）AM10：00～PM2：00     
【場　所】　えなグリーンセンター
　　　　　　（会場：アグリホールえな）恵那市長島町永田579    
【企　画】　①模擬搾乳体験 ②バターづくり体験 ③乳製品の試飲・試食 
　　　　　　④餅投げ（14時から）など楽しい企画盛りだくさん！     
 　　※バターづくり　午前の部先着40名（10：00整理券配布、10：30開始）    
 　　　　　　　　　　午後の部先着40名（13：00整理券配布、13：30開始）    
【問い合せ】　・美濃酪農農業協同組合連合会：0573-25- 4136 
 　　※8月4日（金）～8月6日（日）は えなグリーンセンターで
　　　　　　　「JAグリーンセール」も行っています。     

化成肥料

完熟堆肥

15cm

60cm

油かす

抜き取り収穫

かき取り収穫

セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
で
畦
畔
管
理
を
省
略
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
い
手
協
議
会

●吹き付けは、媒体･種子･水を撹拌し
　て専用機械で吹き付けます（法面
　1,000㎡60分程度）。
●吹き付け前の土面をきれいにするた
　め、事前に除草や苔の除去を申込者
　でお願いします。また、吹き付け当日
　の補助(４名)の出役をお願いします。
●お申込みは概ね1,000㎡からお受
　けいたします。

申込者によるセンチピードグラス吹き付け作業

吹付作業料金　
税別430円/㎡　（H27年度参考価格）

　　　　　　

お問い合わせは　各アグリセンターへ

前年秋
・面積測定
・除草剤散布（ラウン
　ドアップマックス
　ロード等）
・焼却（苔等の除去）

当年
・除草剤散布（ラウンド
　アップマックスロード等）
・６～７月　種子吹き
　付け（吹き付け業者）
・草刈機による高刈

翌年
・草刈機による高刈
・除草剤散布による
　管理（２、４ーＤ
　アミン塩等）

３年目以降
・残草があれば前年
　同様の管理
・秋　センチピード
　グラスの刈りそろ
　え（10㎝程度）
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〜
９
月

中
旬
で
す
が
、
後
述
の
よ
う
に
７
月
か
ら

で
も
種
ま
き
で
き
ま
す
。

　

葉
形
や
彩
り
の
異
な

る
多
く
の
品
種
、
系
統

が
あ
り
ま
す
が
、
近
年

人
気
の
高
い
の
は
丸
葉

で
葉
に
厚
み
の
あ
る
葉

色
の
緑
の
濃
い
品
種

（
多
く
は
チ
ン
ゲ
ン
サ

イ
の
性
質
を
取
り
入
れ

た
改
良
種
）で
す
。

　

育
て
方
は
、
野
菜
の

中
で
も
や
さ
し
い
部
類

で
す
が
、
寒
さ
、
暑
さ
の
厳
し
い
時
期
の

良
品
取
り
に
は
元
肥
に
良
質
の
完
熟
堆
肥

や
油
か
す
、
化
成
肥
料
な
ど
を
畑
全
体
に

ば
ら
ま
き
、
２０
㎝
ぐ
ら
い
の
深
さ
に
よ
く

耕
し
込
ん
で
お
く
こ
と
で
す
。
生
育
の
様

子
を
見
て
、
後
半
葉
色
が
淡
く
、
育
ち
が

遅
い
よ
う
な
ら
15
〜
２０
日
置
き
ぐ
ら
い
に

化
成
肥
料
と
油
か
す
を
列
間
に
ば
ら
ま
き
、

く
わ
で
軽
く
土
に
耕
し
込
ん
で
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

秋
は
い
ろ
い
ろ
な
害
虫
に
や
ら
れ
や
す

い
の
で
、
早
め
に
薬
剤
散
布
を
し
た
り
、
べ

た
掛
け
資
材
を
被
覆
し
て
飛
来
を
回
避
し

ま
す
。

　

収
穫
は
通
常
葉
長
が
２2
〜
２5
㎝
ぐ
ら
い

に
な
っ
た
ら
根
元
か
ら
抜
き
取
り
、
ま
た

は
刈
り
取
り
し
ま
す
。

　

小
規
模
の
家
庭
菜
園
で
は
葉
を
か
き
取

り
収
穫
す
る
の
も
良
い
で
す
。

　

私
の
場
合
、
や
や
離
れ
た
畑
で
は
な
く
庭

先
の
小
菜
園
の
５
㎝
長
の
畝
１
列
に
、
７
月

に
種
ま
き
し
、
葉
を
か
き
取
り
収
穫
し
、
8

月
か
ら
３
月
下
旬
ま
で
８
カ
月
の
長
い
間

収
穫
し
て
い
ま
す
。
小
松
菜
は
と
う
立
ち
す

る
ま
で
節
間
は
ほ
と
ん
ど
伸
び
ず
、
株
元
付

近
の
葉
が
次
々
と
出
て
く
る
の
で
草
姿
は

い
つ
も
低
い
ま
ま
な
の
で
す
。
３
月
下
旬
を

過
ぎ
る
と
と
う
立
ち
し
て
く
る
の
で
、
そ
れ

も
ナ
バ
ナ
同
様
に
摘
み
取
っ
て
食
べ
ま
す
。

ほ
ろ
苦
い
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
味
も
良
い
も
の

で
す
。

　

こ
の
摘
み
取
り
長
期
栽
培
の
品
種
と
し

て
は
、
サ
カ
タ
の
タ
ネ
の「
き
よ
す
み
」な

ど
が
お
薦
め
で
す
。

暑
さ
寒
さ
に
強
く

連
作
も
で
き
る
小
松
菜 2017年

7月

　

当
Ｊ
Ａ
は
第
６
次
中
期
計
画
の「
農
業
者
の
所
得
増
大
と
農
業
生
産

の
拡
大
」に
向
け
、
新
た
な
担
い
手
の
育
成
・
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
中
の
重
点
施
策
と
し
て
管
内
の
農
地
の
集
積
・
集
約
と
環
境
保
全
・

省
力
化
農
業
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

畦
畔
の
管
理
は
、
年
に
４
〜
６
回
の
草
刈
り
作
業
な
ど
を
必
要
と
し
、

重
労
働
や
農
作
業
事
故
の
多
発
な
ど
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
草
刈
り
回
数
の
低
減
に
向
け
た
植
生
を
す

す
め
、
安
全
性
を
確
保
し
た
省
力
管
理
技
術
の
開
発
等
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
畦
畔
管
理
モ
デ
ル
地
域
を
昨
年
度
は
１
ヵ
所
、
平
成
29
年
度

は
２
ヵ
所
設
置
し
ま
し
た
。
芝
の
仲
間
で
、
繁
茂
す
れ
ば
雑
草
の
生
育

を
長
期
に
わ
た
っ
て
抑
え
る

セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
は
、

草
刈
作
業
が
大
幅
に
軽
減
さ

れ
、
景
観
も
よ
く
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
６
日
、
恵
那
市
岩
村

町
の
畦
畔
管
理
モ
デ
ル
地
域

の
１
つ
で
あ
る
㈱
岩
村
営
農

の
圃
場
畦
畔
８０
ａ
に
吹
き
付

け
作
業
が
行
わ
れ
、
担
い
手

協
議
会
恵
那
地
区
１０
組
織
の

メ
ン
バ
ー
3０
人
が
集
ま
り
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
。

ひがしみの酪農まつり

情報

2017年
7月

センチピードグラスで畦畔管理を省略化しませんか

【日　時】　平成29年8月6日（日）AM10：00～PM2：00     
【場　所】　えなグリーンセンター
　　　　　　（会場：アグリホールえな）恵那市長島町永田579    
【企　画】　①模擬搾乳体験 ②バターづくり体験 ③乳製品の試飲・試食 
　　　　　　④餅投げ（14時から）など楽しい企画盛りだくさん！     
 　　※バターづくり　午前の部先着40名（10：00整理券配布、10：30開始）    
 　　　　　　　　　　午後の部先着40名（13：00整理券配布、13：30開始）    
【問い合せ】　・美濃酪農農業協同組合連合会：0573-25- 4136 
 　　※8月4日（金）～8月6日（日）は えなグリーンセンターで
　　　　　　　「JAグリーンセール」も行っています。     

化成肥料

完熟堆肥

15cm

60cm

油かす

抜き取り収穫

かき取り収穫

セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
で
畦
畔
管
理
を
省
略
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
い
手
協
議
会

●吹き付けは、媒体･種子･水を撹拌し
　て専用機械で吹き付けます（法面
　1,000㎡60分程度）。
●吹き付け前の土面をきれいにするた
　め、事前に除草や苔の除去を申込者
　でお願いします。また、吹き付け当日
　の補助(４名)の出役をお願いします。
●お申込みは概ね1,000㎡からお受
　けいたします。

申込者によるセンチピードグラス吹き付け作業

吹付作業料金　
税別430円/㎡　（H27年度参考価格）

　　　　　　

お問い合わせは　各アグリセンターへ

前年秋
・面積測定
・除草剤散布（ラウン
　ドアップマックス
　ロード等）
・焼却（苔等の除去）

当年
・除草剤散布（ラウンド
　アップマックスロード等）
・６～７月　種子吹き
　付け（吹き付け業者）
・草刈機による高刈

翌年
・草刈機による高刈
・除草剤散布による
　管理（２、４ーＤ
　アミン塩等）

３年目以降
・残草があれば前年
　同様の管理
・秋　センチピード
　グラスの刈りそろ
　え（10㎝程度）



　長男の草玄くんは、気が利く優しいお兄ちゃんです。次男の龍
馬くんは、明るく元気で、兄弟仲良くいつも元気に遊んでいます。
家の周りの自然で遊ぶのが大好きで、岩に登ったり、木の実を採っ
たりして遊びます。三男の山杜くんは、表情が豊かでいつもニコニ
コ素敵な笑顔がチャームポイントです。「３人力を合わせて、たくま
しく育ってほしい」とお母さんは願います。

自
然
大
好
き
、
元
気
い
っ
ぱ
い

恵
那
市
大
井
町 

加
藤 

龍
馬
く
ん（
3
）　

草
玄
く
ん（
5
）　

山
杜
く
ん（
６
カ
月
）

苗
木
支
店　

西
尾 

健
希

加
工 品 紹

介

 

り
ょ
う
　ま

そ
う
げ
ん

や
ま
　と

「
美
味
し
い
」
が
活
力
に全国にスイートコーンをお届け

「ふるさとパック」

● 1617 ● JAひがしみの

かしもトマトドレッシング
   内容量 ：  ２００ml   
　価　格 ：  450円（税込）
【お買い求め】
　 各グリーンセンター、
　ＪＡひがしみのＨＰ「ショップひがしみの」、
  で取り扱っています。

ショップひがしみの　で　検索※

　お客様第一に考え、正確で素早
い仕事を心掛けています。信頼さ
れる職員を目指します。

頼られる職員へ

Profile
担　当：金融
入　組：2年目
出　身：中津川市坂下
血液型：Ａ型
趣　味：ソフトテニス

価　　　格  （５㎏） ２８００円（税、送料込）
受付期間     平成２９年７月19日（水）まで
発送予定日　　平成２９年７月24日（月）～　

■お問い合わせ　
　恵南アグリセンター （０５７３）５６-２１７１
　

　

糖
度
が
高
く
、
甘
味
の
強
い
鮮
や
か
な
黄
色

が
特
徴
的
な「
恵
味
ゴ
ー
ル
ド
」を「
ふ
る
さ
と

パ
ッ
ク
」と
し
て
全
国
に
出
荷
を
行
っ
て
い
る

恵
南
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
生
産
協
議
会
。
贈
答
品

と
し
て
人
気
が
あ
る「
ふ
る
さ
と
パ
ッ
ク
」の

評
判
を
落
と
さ
な
い
よ
う
協
議
会
メ
ン
バ
ー
全

員
が
病
害
虫
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昭

和
６２
年
の
同
協
議
会
の
結
成
時
か
ら
生
産
を

行
っ
て
い
る
根
崎
さ
ん
夫
婦
。

　

栽
培
面
積
は
10
ａ
で
、
毎
年
約
２
０
０
０
本

を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
例
年
よ
り
少
し

寒
く
、
発
芽
に
苦
労
し
た
が
、
収
穫
は
７
月
の

下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

根
崎
さ
ん
は
、
病
害
虫
対
策
の
時
期
を
大

切
に
し
、
草
の
処
理
や
風
対
策
な
ど
生
産
管

理
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。「
失
敗
を
し
た
こ

と
も
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
学
べ
る
」と
話
し
、

日
々
勉
強
を
し
、
効
率
化
へ
向
け
、
試
行
錯

誤
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「『
美
味
し
い
』と
い
う
消
費
者
か
ら
の
言
葉

が
、や
る
気
に
つ
な
が
る
。出
来
る
限
り
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
づ
く
り
を
続
け
て
い
き
た
い
」と
意

気
込
み
を
語
り
ま
す
。

ト
マ
ト
の
旨
味
た
っ
ぷ
り

か
し
も
ト
マ
ト
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

　

か
し
も
ト
マ
ト
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
は
、
美
味

し
い
空
気
と
、
冷
た
い

水
で
育
て
た「
か
し
も

桃
太
郎
ト
マ
ト
」を

た
っ
ぷ
り
使
用
し
た
プ

レ
ミ
ア
ム
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
で
す
。

　

生
野
菜
に
は
も
ち
ろ

ん
、
冷
製
パ
ス
タ
、
み

じ
ん
切
り
に
し
た
玉
ね

ぎ
と
一
緒
に
冷
や
っ
こ

な
ど
に
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　

中
山
間
地
域
で
あ
る

当
Ｊ
Ａ
管
内
の
気
候
は

昼
夜
の
寒
暖
差
が
あ
り
、

美
味
し
い
ト
マ
ト
が
採

れ
ま
す
。「
か
し
も
桃
太

郎
ト
マ
ト
」は
、
土
作
り

に
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、

土
壌
診
断
に
基
づ
き
ミ

ネ
ラ
ル
分
を
補
給
す
る

こ
と
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
土
壌
環
境
を
整
え
、
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
ト
マ
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。「
安
全
・
安
心
」に
配
慮
し
、「
ぎ
ふ
ク
リ
ー
ン
農
業
」に
登
録
し

て
い
ま
す
。

かしも桃太郎
トマトだから
おいしい！

恵那市明智町

根崎　茂さん（78）

　　昌子さん（75）



　長男の草玄くんは、気が利く優しいお兄ちゃんです。次男の龍
馬くんは、明るく元気で、兄弟仲良くいつも元気に遊んでいます。
家の周りの自然で遊ぶのが大好きで、岩に登ったり、木の実を採っ
たりして遊びます。三男の山杜くんは、表情が豊かでいつもニコニ
コ素敵な笑顔がチャームポイントです。「３人力を合わせて、たくま
しく育ってほしい」とお母さんは願います。

自
然
大
好
き
、
元
気
い
っ
ぱ
い

恵
那
市
大
井
町 

加
藤 

龍
馬
く
ん（
3
）　

草
玄
く
ん（
5
）　

山
杜
く
ん（
６
カ
月
）

苗
木
支
店　

西
尾 
健
希

加
工 品 紹

介

 

り
ょ
う
　ま

そ
う
げ
ん

や
ま
　と

「
美
味
し
い
」
が
活
力
に全国にスイートコーンをお届け

「ふるさとパック」

● 1617 ● JAひがしみの

かしもトマトドレッシング
   内容量 ：  ２００ml   
　価　格 ：  450円（税込）
【お買い求め】
　 各グリーンセンター、
　ＪＡひがしみのＨＰ「ショップひがしみの」、
  で取り扱っています。

ショップひがしみの　で　検索※

　お客様第一に考え、正確で素早
い仕事を心掛けています。信頼さ
れる職員を目指します。

頼られる職員へ

Profile
担　当：金融
入　組：2年目
出　身：中津川市坂下
血液型：Ａ型
趣　味：ソフトテニス

価　　　格  （５㎏） ２８００円（税、送料込）
受付期間     平成２９年７月19日（水）まで
発送予定日　　平成２９年７月24日（月）～　

■お問い合わせ　
　恵南アグリセンター （０５７３）５６-２１７１
　

　

糖
度
が
高
く
、
甘
味
の
強
い
鮮
や
か
な
黄
色

が
特
徴
的
な「
恵
味
ゴ
ー
ル
ド
」を「
ふ
る
さ
と

パ
ッ
ク
」と
し
て
全
国
に
出
荷
を
行
っ
て
い
る

恵
南
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
生
産
協
議
会
。
贈
答
品

と
し
て
人
気
が
あ
る「
ふ
る
さ
と
パ
ッ
ク
」の

評
判
を
落
と
さ
な
い
よ
う
協
議
会
メ
ン
バ
ー
全

員
が
病
害
虫
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昭

和
６２
年
の
同
協
議
会
の
結
成
時
か
ら
生
産
を

行
っ
て
い
る
根
崎
さ
ん
夫
婦
。

　

栽
培
面
積
は
10
ａ
で
、
毎
年
約
２
０
０
０
本

を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
例
年
よ
り
少
し

寒
く
、
発
芽
に
苦
労
し
た
が
、
収
穫
は
７
月
の

下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

根
崎
さ
ん
は
、
病
害
虫
対
策
の
時
期
を
大

切
に
し
、
草
の
処
理
や
風
対
策
な
ど
生
産
管

理
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。「
失
敗
を
し
た
こ

と
も
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
学
べ
る
」と
話
し
、

日
々
勉
強
を
し
、
効
率
化
へ
向
け
、
試
行
錯

誤
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「『
美
味
し
い
』と
い
う
消
費
者
か
ら
の
言
葉

が
、や
る
気
に
つ
な
が
る
。出
来
る
限
り
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
づ
く
り
を
続
け
て
い
き
た
い
」と
意

気
込
み
を
語
り
ま
す
。

ト
マ
ト
の
旨
味
た
っ
ぷ
り

か
し
も
ト
マ
ト
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

　

か
し
も
ト
マ
ト
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
は
、
美
味

し
い
空
気
と
、
冷
た
い

水
で
育
て
た「
か
し
も

桃
太
郎
ト
マ
ト
」を

た
っ
ぷ
り
使
用
し
た
プ

レ
ミ
ア
ム
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
で
す
。

　

生
野
菜
に
は
も
ち
ろ

ん
、
冷
製
パ
ス
タ
、
み

じ
ん
切
り
に
し
た
玉
ね

ぎ
と
一
緒
に
冷
や
っ
こ

な
ど
に
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　

中
山
間
地
域
で
あ
る

当
Ｊ
Ａ
管
内
の
気
候
は

昼
夜
の
寒
暖
差
が
あ
り
、

美
味
し
い
ト
マ
ト
が
採

れ
ま
す
。「
か
し
も
桃
太

郎
ト
マ
ト
」は
、
土
作
り

に
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、

土
壌
診
断
に
基
づ
き
ミ

ネ
ラ
ル
分
を
補
給
す
る

こ
と
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
土
壌
環
境
を
整
え
、
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
ト
マ
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。「
安
全
・
安
心
」に
配
慮
し
、「
ぎ
ふ
ク
リ
ー
ン
農
業
」に
登
録
し

て
い
ま
す
。

かしも桃太郎
トマトだから
おいしい！

恵那市明智町

根崎　茂さん（78）

　　昌子さん（75）



● 1819 ● JAひがしみの

①晩ご飯のこと
⑥チョコレートの原料になる植物
⑦ビー玉を押し込んでから飲みます
⑨コンコンとノックする物
⑪鉛筆を削って出します
⑫泳げない人の強い味方
⑭ハチドリやチョウが吸います
⑮電話ではーが明かない。会って
話そう

⑰今日が終わるとやって来ます
⑲野球の打者が振ります
㉑頭文字のこと。佐藤さんならＳです

①夕涼みや花火大会に似合う着物
②サナギからチョウにーした
③物事を行うのにちょうど良い頃合い
④馬の背に置きます
⑤絵柄の美しいー切手を買った
⑧わらなどを編んで作る敷物
⑩ナタネやゴマなどを搾ると取れます
⑫原本からコピーした物のこと
⑬キツツキが木に穴を開けるときに使
う物

⑭世話人に頼む、昔ながらの婚活
⑯ーキープ。ペットー。
⑱東南アジアの国。首都はバンコク
⑳革靴や家具を磨いて出すことも

■6月号の答え
ラッキョウ

■クイズ当選者（敬称略）
倉田 寿江、新川 千秋、松葉 ミハル
足立 千束、可知 利行、髙橋 あけみ
社本 好由、勝 三和子、林   賀津江
中根 邦子

■タテのカギ ■ヨコのカギ ﹇
問
題
﹈二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
E
の
順
に

　
　
　

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

〒509-9132 中津川市茄子川1646-19
JAひがしみの  本店  組織広報課

■応募締切日
平成29年7月26日(水)
■賞品
正解者の中から抽選で10名様に農協
全国商品券（1,000円分）をプレゼント

■応募要領
ハガキにクイズの答えと、郵便番号、
住所、氏名、年齢、職業、電話番号、
ＪＡまたは広報誌に対する意見、
要望などをご記入の上、下記までお
寄せ下さい。

　

７
月
ら
し
く
涼
し
げ
な
付

知
川
を
撮
影
し
ま
し
た
。
川
の

流
れ
を
主
役
に
し
て
、
旦
那
さ

ん
の
鮎
か
け
を
モ
デ
ル
に
し
、

鮎
が
か
か
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

狙
い
ま
し
た
。

（カレンダー応募作品より）

清
流
の
恵
み

撮
　
影
：
吉
村 

緑 

さ
ん

　
　
　
　（
中
津
川
市
下
野
）

撮
影
地
： 

中
津
川
市
福
岡

第3回理事会 （平成２９年6月２２日）

次の事項が報告、または審議されました。
【附議事項】
①役員退職慰労金の支給について
②役員の増資運動について
③関連会社への役員推薦について
④第１９年度業務報告書について

　⑤理事との継続的取引（極度ローン）及び貯
　金・共済担保貸付に係る包括承認について 
⑥Ａコープ加子母店の閉店について
⑦理事との利益相反契約について
【報告事項】
①内部監査報告書について
②信頼性向上行動計画の進捗管理結果に
ついて
③平成２９年度ＪＡファンづくり運動について
④平成２９年度運営委員の委嘱について
⑤ＪＡバンク基本方針に基づく
　「経営状況に関する事項の報告」及び監事
意見の報告について
⑥役員賠償責任保険の加入（継続）について
⑦第２四半期余裕金運用計画額及び運用方
針について
⑧生活アドバイザー移動販売車の現況について
⑨５月末の事業実績について 

7月

8月

12日（水）
〃　　

19日（水）
〃　　
〃　　
〃　　
2日（水）
〃　　
〃　　

10日（木）
〃　　

恵那支店
坂下支店
中津川支店
加子母支店
付知支店
下野支店
山岡支店
明智支店
上村支店
恵那支店
坂下支店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

7月

8月

12日（水）
13日（木）
19日（水）
〃　　

10日（木）
11日（金）

下野支店
本店
恵那支店
山岡支店
下野支店
本店

月　　日内 容 場　　所

法律
相談

7月

8月

12日（水）
〃　　

19日（水）
21日（金）
10日（木）
〃　　

恵那支店
山岡支店
中津川支店
下野支店
恵那支店
山岡支店

月　　日内 容 場　　所

税務
相談

ＪＡでは、各種相談日を設けていますので、お気軽にご利用ください。
各相談場所へ事前に電話予約をしてください。

8日（火）・9日（水）平成29年8月の
ふれあい訪問日

事故をしてしまったら                           　TEL 0120-25-8931
通帳・キャッシュカードを無くしてしまった　TEL 0120-215-522
葬儀に関するご相談は                             TEL 0120-09-8382
電化製品のお問い合わせは                            TEL 0573-78-0122
プロパンガス・ガス器具のお問い合わせは     TEL 0573-68-7744

本 店
中津 川支 店
恵 那 支 店
山 岡 支 店
明 智 支 店

78-0124
65-3144
25-5291
56-2121
54-2171

ご案内窓口 市外局番 　（0573）
上 村 支 店
坂 下 支 店
加子母支 店
付 知 支 店
下 野 支 店

47-2311
75-4111
79-2241
82-2121
72-2061

葬儀相談
9：00～
12：00

山岡支店

岩村支店
　0573-43-213５

7月

8月

2１日(金)
25日（火）
18日（金）
23日（水）

場　　所内　　容 月　　日

■葬儀無料相談

■テーマ　「東美濃の四季」　東美濃地域（中津
　　　　　 川市、恵那市）の四季の風景、自然、
　　　　　 風物、行事等を捉えた作品。
■サイズ　　※カラープリントＡ４以上
　　（原則として横位置写真で、過去１年以内に
　　撮影されたもので未発表のものに限る）
■応募点数　１人４点以内
■締め切り　８月末日
■募集要項、申し込み用紙はＪＡ各支店の窓口
　で配布しております。
■ 問合せ先  ＪＡひがしみの 本店組織広報課
　 　　　　　(0573)78-0124

※６月号の広報誌と一部募集内容に変更がございます  

組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購買品供給高
販売品取扱高

32,519人
26億3,168万円

2,144億1,645万円
397億2,232万円
6,749億1,808万円
11億3,010万円
6億0,118万円

（平成29年5月31日現在）

　
「
日
本
の
棚
田
百
選
」に
選
ば
れ

て
い
る
恵
那
市
中
野
方
町
の
坂
折

棚
田
で
６
月
３
日
、
豊
作
を
祈
念
す

る「
田
の
神
様　

灯
祭
り
」が
開
か

れ
ま
し
た
。
棚
田
の
あ
ぜ
道
に
千
本

の
ろ
う
そ
く
が
と
も
さ
れ
、
訪
れ
た

人
た
ち
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
当
Ｊ
Ａ
恵
那
北
部
支
店

職
員
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。

　
「
さ
と
い
も
の
花
」

　
　
　

中
津
川
市
付
知
町　

熊
沢 

博
幸
さ
ん

　

お
も
し
ろ
い

大
根
が
で
き
ま

し
た
。

中
津
川
市

付
知
町

原 

米
彦
さ
ん

　

恵
那
市
三
郷
町
の
三
郷
米
麦
採

種
生
産
組
合
は
、
６
月
１７
日
栽
培

講
習
会
を
開
催
し
、
55
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
栽
培
に
つ
い

て
の
問
題
の
共
有
化
に
よ
り
、
組

合
員
全
員
で
栽
培
技
術
の
向
上
を

図
る
の
が
目
的
で
す
。
実
際
の
圃

場
に
出
向
き
、
水
管
理
や
残
草
対

策
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
三
重
県
松
坂
市

の
農
事
組
合
法
人
コ
ス
モ
ス
も
視

察
に
訪
れ
、
意
見
交
換
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　　

県
下
J
A
農
業
応
援
番
組

「
ち
な
み
な
」放
送
開
始
！

ロ
ウ
ソ
ク
が
灯
さ
れ
た
坂
折
棚
田

説明を聞く参加者

葬儀相談
10：00～
14：00

JA葬祭
アグリホールえな
　　0573-22-9876

7月

8月

　3日（月）
　９日（日）
15日（土）
31日（月）
12日(土）
29日（火）

場　　所内　　容 月　　日

２０１8年版
ＪＡオリジナルカレンダー写真募集！

第4水曜
ぎふチャン
夜7時30分～
8時放送！！



● 1819 ● JAひがしみの

①晩ご飯のこと
⑥チョコレートの原料になる植物
⑦ビー玉を押し込んでから飲みます
⑨コンコンとノックする物
⑪鉛筆を削って出します
⑫泳げない人の強い味方
⑭ハチドリやチョウが吸います
⑮電話ではーが明かない。会って
話そう

⑰今日が終わるとやって来ます
⑲野球の打者が振ります
㉑頭文字のこと。佐藤さんならＳです

①夕涼みや花火大会に似合う着物
②サナギからチョウにーした
③物事を行うのにちょうど良い頃合い
④馬の背に置きます
⑤絵柄の美しいー切手を買った
⑧わらなどを編んで作る敷物
⑩ナタネやゴマなどを搾ると取れます
⑫原本からコピーした物のこと
⑬キツツキが木に穴を開けるときに使
う物

⑭世話人に頼む、昔ながらの婚活
⑯ーキープ。ペットー。
⑱東南アジアの国。首都はバンコク
⑳革靴や家具を磨いて出すことも

■6月号の答え
ラッキョウ

■クイズ当選者（敬称略）
倉田 寿江、新川 千秋、松葉 ミハル
足立 千束、可知 利行、髙橋 あけみ
社本 好由、勝 三和子、林   賀津江
中根 邦子

■タテのカギ ■ヨコのカギ ﹇
問
題
﹈二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
E
の
順
に

　
　
　

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

〒509-9132 中津川市茄子川1646-19
JAひがしみの  本店  組織広報課

■応募締切日
平成29年7月26日(水)
■賞品
正解者の中から抽選で10名様に農協
全国商品券（1,000円分）をプレゼント

■応募要領
ハガキにクイズの答えと、郵便番号、
住所、氏名、年齢、職業、電話番号、
ＪＡまたは広報誌に対する意見、
要望などをご記入の上、下記までお
寄せ下さい。

　

７
月
ら
し
く
涼
し
げ
な
付

知
川
を
撮
影
し
ま
し
た
。
川
の

流
れ
を
主
役
に
し
て
、
旦
那
さ

ん
の
鮎
か
け
を
モ
デ
ル
に
し
、

鮎
が
か
か
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

狙
い
ま
し
た
。

（カレンダー応募作品より）

清
流
の
恵
み

撮
　
影
：
吉
村 

緑 

さ
ん

　
　
　
　（
中
津
川
市
下
野
）

撮
影
地
： 

中
津
川
市
福
岡

第3回理事会 （平成２９年6月２２日）

次の事項が報告、または審議されました。
【附議事項】
①役員退職慰労金の支給について
②役員の増資運動について
③関連会社への役員推薦について
④第１９年度業務報告書について

　⑤理事との継続的取引（極度ローン）及び貯
　金・共済担保貸付に係る包括承認について 
⑥Ａコープ加子母店の閉店について
⑦理事との利益相反契約について
【報告事項】
①内部監査報告書について
②信頼性向上行動計画の進捗管理結果に
ついて
③平成２９年度ＪＡファンづくり運動について
④平成２９年度運営委員の委嘱について
⑤ＪＡバンク基本方針に基づく
　「経営状況に関する事項の報告」及び監事
意見の報告について

⑥役員賠償責任保険の加入（継続）について
⑦第２四半期余裕金運用計画額及び運用方
針について

⑧生活アドバイザー移動販売車の現況について
⑨５月末の事業実績について 

7月

8月

12日（水）
〃　　

19日（水）
〃　　
〃　　
〃　　
2日（水）
〃　　
〃　　

10日（木）
〃　　

恵那支店
坂下支店
中津川支店
加子母支店
付知支店
下野支店
山岡支店
明智支店
上村支店
恵那支店
坂下支店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

7月

8月

12日（水）
13日（木）
19日（水）
〃　　

10日（木）
11日（金）

下野支店
本店
恵那支店
山岡支店
下野支店
本店

月　　日内 容 場　　所

法律
相談

7月

8月

12日（水）
〃　　

19日（水）
21日（金）
10日（木）
〃　　

恵那支店
山岡支店
中津川支店
下野支店
恵那支店
山岡支店

月　　日内 容 場　　所

税務
相談

ＪＡでは、各種相談日を設けていますので、お気軽にご利用ください。
各相談場所へ事前に電話予約をしてください。

8日（火）・9日（水）平成29年8月の
ふれあい訪問日

事故をしてしまったら                           　TEL 0120-25-8931
通帳・キャッシュカードを無くしてしまった　TEL 0120-215-522
葬儀に関するご相談は                             TEL 0120-09-8382
電化製品のお問い合わせは                            TEL 0573-78-0122
プロパンガス・ガス器具のお問い合わせは     TEL 0573-68-7744

本 店
中津 川支 店
恵 那 支 店
山 岡 支 店
明 智 支 店

78-0124
65-3144
25-5291
56-2121
54-2171

ご案内窓口 市外局番 　（0573）
上 村 支 店
坂 下 支 店
加子母支 店
付 知 支 店
下 野 支 店

47-2311
75-4111
79-2241
82-2121
72-2061

葬儀相談
9：00～
12：00

山岡支店

岩村支店
　0573-43-213５

7月

8月

2１日(金)
25日（火）
18日（金）
23日（水）

場　　所内　　容 月　　日

■葬儀無料相談

■テーマ　「東美濃の四季」　東美濃地域（中津
　　　　　 川市、恵那市）の四季の風景、自然、
　　　　　 風物、行事等を捉えた作品。
■サイズ　　※カラープリントＡ４以上
　　（原則として横位置写真で、過去１年以内に
　　撮影されたもので未発表のものに限る）
■応募点数　１人４点以内
■締め切り　８月末日
■募集要項、申し込み用紙はＪＡ各支店の窓口
　で配布しております。
■ 問合せ先  ＪＡひがしみの 本店組織広報課
　 　　　　　(0573)78-0124

※６月号の広報誌と一部募集内容に変更がございます  

組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購買品供給高
販売品取扱高

32,519人
26億3,168万円

2,144億1,645万円
397億2,232万円
6,749億1,808万円
11億3,010万円
6億0,118万円

（平成29年5月31日現在）

　
「
日
本
の
棚
田
百
選
」に
選
ば
れ

て
い
る
恵
那
市
中
野
方
町
の
坂
折

棚
田
で
６
月
３
日
、
豊
作
を
祈
念
す

る「
田
の
神
様　

灯
祭
り
」が
開
か

れ
ま
し
た
。
棚
田
の
あ
ぜ
道
に
千
本

の
ろ
う
そ
く
が
と
も
さ
れ
、
訪
れ
た

人
た
ち
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
当
Ｊ
Ａ
恵
那
北
部
支
店

職
員
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。

　
「
さ
と
い
も
の
花
」

　
　
　

中
津
川
市
付
知
町　

熊
沢 

博
幸
さ
ん

　

お
も
し
ろ
い

大
根
が
で
き
ま

し
た
。

中
津
川
市

付
知
町

原 

米
彦
さ
ん

　

恵
那
市
三
郷
町
の
三
郷
米
麦
採

種
生
産
組
合
は
、
６
月
１７
日
栽
培

講
習
会
を
開
催
し
、
55
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
栽
培
に
つ
い

て
の
問
題
の
共
有
化
に
よ
り
、
組

合
員
全
員
で
栽
培
技
術
の
向
上
を

図
る
の
が
目
的
で
す
。
実
際
の
圃

場
に
出
向
き
、
水
管
理
や
残
草
対

策
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
三
重
県
松
坂
市

の
農
事
組
合
法
人
コ
ス
モ
ス
も
視

察
に
訪
れ
、
意
見
交
換
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　　

県
下
J
A
農
業
応
援
番
組

「
ち
な
み
な
」放
送
開
始
！

ロ
ウ
ソ
ク
が
灯
さ
れ
た
坂
折
棚
田

説明を聞く参加者

葬儀相談
10：00～
14：00

JA葬祭
アグリホールえな
　　0573-22-9876

7月

8月

　3日（月）
　９日（日）
15日（土）
31日（月）
12日(土）
29日（火）

場　　所内　　容 月　　日

２０１8年版
ＪＡオリジナルカレンダー写真募集！

第4水曜
ぎふチャン
夜7時30分～
8時放送！！
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抗酸化物質であるリコピンは、

活性酵素を消去する力が強い。

トマトとたまごのスープ

RECIPE

2夏野菜のカレーライス

RECIPE

1

トマトは角切り、チンゲン菜は食べやすい大きさに切る。
鍋に湯を沸かし、トマトとチンゲン菜を入れる。
鶏ガラスープの素で味付けし、水溶き片栗粉でトロミを
つける。
溶き卵をまわし入れる。

１人当たりの栄養量

エネルギー：70kcal　たんぱく質：4.8ｇ　脂質：2.9ｇ　塩分：0.8ｇ

１人当たりの栄養量　　　　　（ご飯を除く）

エネルギー：257kcal　たんぱく質：11.4ｇ　脂質：11.7ｇ　塩分：1.1ｇ

1

3

4

2

1

3

6
5
4

2

トマト
チンゲン菜
卵

………………………１個
………………1/2束

……………………………１個

鶏ガラスープの素
水溶き片栗粉　　

…………適量
………………適量

豚肉
玉ねぎ
トマト
ナス
　　

………………………８０ｇ
……………………1/2個
………………………１個
…………………………１本

ズッキーニ
カボチャ
お好みのカレールゥ　

…………………１本
………………1/8個

………適量

作り方

作り方

材料　　　　　　　　　　　　　　（２人分）

材料　　　　　　　　　　　　　　（2人分）

肉を食べやすい大きさに切る。
玉ねぎはくし型に切り、他の野菜は角切りにする。
鍋に少量の油をしいて、肉と玉ねぎを炒める。
残りの野菜も入れて炒め、1/3取り出しておく。
水を入れて煮込み、お好みのカレールゥで味をつける。
最後に　 で取り出した具を加えて火を止める。

リコピンを多く含むトマト。

医者いらずと名高い緑黄色野菜の女王です。

H e a r t f u l  C o m m u n i c a t i o n

東美濃農業協同組合

第19回通常総代会

特集

管理栄養士の
「おすすめレシピ」

H e a r t f u l  C o m m u n i c a t i o n

4

http://www.ja-higashimino.or.jp/
ひがしみの産のおいしいレシピや食材、最新情報はこちら

JAひがしみの
ホームページ JAひがしみの 検 索
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